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ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（和　江）
（康　夫）
（和　幸）
（　洸　）
（高橋昌子）
（　功　）
（森井富子）

旭　町
上青倉
東野牧
矢　川
中小坂
土谷沢
上小坂

三ツ木一夫
神戸　けん
小井土房枝
神戸　けさ
小金澤健二
大河原たみ子
齋藤　清

7月届出分〈敬称略・順不同〉

月
9

の
納
税

未
納
の
税
金
が
あ
り
ま
し
た
ら

土
日
祝
祭
日
も
役
場
で
納
税
が

で
き
ま
す
。

日
直
者
が
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
ま
で
対
応
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
納
付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納

付
で
き
ま
す
。

※
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ

れ
て
い
る
納
付
書
は
、e
L
-Q
R

対
応
金
融
機
関
及
び
各
種
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
で
納
付
で
き
ま
す
。納
付

方
法
は
地
方
税
共
同
機
構
H
P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
日（
木
）・
17
日（
木
）・
29
日

（
火
）の
予
定
で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等

に
よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。請

求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

９
日（
金
）・
２０
日（
火
）・
２９
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

固
定
資
産
税
３
期

国
民
健
康
保
険
税
３
期

介
護
保
険
料
３
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
３
期

納
期
限
は
９
月
３０
日（
水
）で
す

9
月
の
支
払
日

10
月
の
支
払
日

人と町を結ぶ情報紙

- 広報しもにた -
shimonita

No 845

9
2026

冒険と発見、下仁田の夏休み冒険と発見、下仁田の夏休み
夏の子どもジオパーク探検教室夏の子どもジオパーク探検教室

有
料
広
告

有
料
広
告

sep.

人口
　男
　女
世帯

（　20）
（　15）
（　 5）
（　11）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

5,772人
2,837人
2,935人

2,997世帯

転入   5人/  出生 0人
転出   12人/  死亡 13人

（8月1日現在）

（7月中）

下仁田町商業協同組合 ※ポイント、商品券の取り扱いは
　加盟店により異なります。

有
料
広
告

毎月１０日・２０日・３０日はポイント２倍毎月１０日・２０日・３０日はポイント２倍
【下仁田町商業協同組合 加盟店】

お買い物は地元商店街でお買い物は地元商店街で
貯めて使おう！！ スクラムポイント貯めて使おう！！ スクラムポイント

～10月27日(火)～～10月27日(火)～
商業協同組合グラウンド

ゴルフ大会
商業協同組合グラウンド

ゴルフ大会
●参加条件
スクラムポイント ７００点
お持ちのスクラムカード
をご確認ください。

●参加条件
スクラムポイント ７００点
お持ちのスクラムカード
をご確認ください。

●場所　天神平グラウンドゴルフ場●場所　天神平グラウンドゴルフ場

加盟店より、たくさんの賞品が
用意されます！！
加盟店より、たくさんの賞品が
用意されます！！

・マルイ洋品店　・花のたかはし　  ・かしわや呉服店　・ヨシザワ洋品店
・えびすや　　　・鈴木電機商会　  ・総本家紙屋　　　・大井田薬局　　
・茂木時計店　　・カネミさいとう  ・清月堂 喜楽庵　  ・吉野屋
・三文字屋　　　・大協エネルギー  ・中江米穀店　　　・中磯商店　　　
・布屋　　　　　・たかはし文具店  ・インテリア高橋　・寝具の大島　　
・土谷電気商会　・コバヤシ薬局　　・森川酒店　　　　 ※順不同

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

臼田明日渡　    （上青倉）
近藤　南月　　 （仲　町）｛

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名

地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

工藤　大和（陽平・里奈）上小坂
やまと



行政情報行政情報

団体等

下仁田地区

馬山地区

小坂地区

青倉地区

西牧地区

町　外

協賛金を戴いた団体、企業等（順不同・敬称略）

花火店紹介

　この度は、花火打ち上げに対し、地区法人会員の皆様を中心
に多くの企業、事業所、商店をはじめ一般町民の皆様から多額の
協賛金を賜り、衷心より感謝し厚く御礼を申し上げます。
　以下、ご芳名（事業所名等）をご報告させていただき、御礼のご
挨拶に代えさせていただきます。

夏祭り花火協賛金に対する御礼
下仁田こんにゃく夏祭り実行委員会

(一社)富岡法人会
下仁田建築業組合
下 仁 田 金 融 会
下仁田町森林組合
下仁田町更生保護女性会
JA甘楽富岡農協下仁田支所
群馬県蒟蒻原料商工業協同組合
下仁田蒟蒻工業協同組合
ぐ ん ま 共 済
建 成 会
下仁田飲食店組合
下 仁 田 町 議 会
下 仁田町 区 長 会
下仁田町農業委員会
富岡ライオンズクラブ
下仁田町管工事協同組合
町商工会青年部有志一同
町役場職員有志一同

医療法人 清隆会　佐藤医院
㈲ マ ル イ
㈲ 下 仁 田 館
大 井 田 薬 局 ㈱
㈲ た か は し
㈲ 総 本 家 紙 屋
ウエ ルシア 薬 局
㈱小林新次郎商店
㈱ 荻 野 商 店
㈲ 森 川 酒 店
下 仁 田 倉 庫 ㈱
神 戸 工 業 不 動 産
近 田 輪 店
㈲ 新 彦 商 店
c u r r e d i e m
㈲コバ ヤシ 薬 局
カシワヤ 薬 局 ㈲

東 陽 軒
エ イ ト
㈱ 林 吉 太 郎 商 店
下 仁 田 林 業 ㈱
㈲ 恵 比 寿 屋
㈲ 小 沢 新 聞 店
㈲ 鍋 屋
㈲ 日 昇 軒
㈱ 常 盤 館
㈲ 花 の た か はし
㈲カネミ・さいとう
セブンイレブン下仁田町下仁田店
金 子 酒 店
㈱ マ ル モ ト
イワイオートサービス
㈲ 下 協
安 兵 衛
堀 口 精 肉 店
畳とインテリアあるが
寝 具 の 大 島
㈲ 鈴 木 電 機 商 会
㈲石井自動車整備工場
土 屋 製 作 所
国 際 警 備 保 障 ㈱
き よ し や 食 堂
㈱ 小 山 商 店
㈲永井自動車整備工場
こ ば や し
㈲ 佐 藤 鉄 工 所
ウッドショップ関口
木 暮 接 骨 院
㈲尚美 堂 印 刷 所
　 ラ イフ エ イド
㈲ 矢 嶋 石 材
㈲ 本 多
㈱開成エンジニアリング
髙 橋 寝 装 店

㈲鈴木銃砲火薬店
中 江 米 穀 店
なかい観光バス㈱
ヘアーサロンサトウ
神 戸 住 建
ブラッスリー茶 茶
福 田 屋
千 野 新 建 材 店
㈱ ウ エ ハ ラ
㈱ 神 戸 万 吉 商 店
上 原 建 設 ㈱
西 毛 建 設 ㈱
㈱ ヤ マ キ
㈲武井自動車整備工場
㈲ 土 谷 電 気 商 会
一 番
布 屋
小須田総合保険事務所
㈲今井水道ガス工事店
東 海 ガ ス ㈱
㈲ 市 川 石 材
㈲ 鈴 木 運 輸
㈲ 今 井 鉄 建 設 備
㈲下仁田温泉清流荘
飯 塚 時 計 店
村 木 建 設 ㈱
㈲石井ライフ工業
㈲ ま る や
ヨシ ザワ 洋 品 店
茂 木 時 計 店
阿 部 勝 美
大 野 泰 子
掛 川 信 二 郎
神 戸 達 治
田 貝 清 子

㈱ サ マ タ 機 工

㈱ 岩 井 工 建
㈲ 坂 口 建 設
㈲ 中 澤 製 作 所
㈲産業開発しもにた
㈲ ケ イ ハ ウ ス
㈲ 佐 藤 電 子 工 業
東武興業㈱下仁田カントリークラブ
白 山 製 材 ㈱
㈲ 下 南 興 業 社
㈲ 下 仁 田 納 豆
㈲ カ ネ タ ケ
㈲ 岡 野 製 材 所
㈲中山 金 属 工 業
ま や ま ド ラ イ
㈱ エ ス テ ッ ク
㈲ 清 水 工 業
㈲ 神 戸 造 園
セブンイレブン下仁田インター店
㈲ 神 戸 工 業
ラーメン焼肉　笑吉
神 戸 土 木 ㈱
馬山蒟ネギ君・蒟蒻君
石 井 末 雄

萩 原 建 設 ㈱
みなしろ 建 設 ㈱
思 恋 路
㈲ 永 井 製 作 所

㈱ K F E
シ ラ タ カ 建 設
㈲マルサ下仁田蒟蒻
㈱ 相 川 産 業
㈲しもに た 聖 苑
㈲ エ コ ト ピ ア
㈱オーイズミ下仁田
茂 木 食 品 工 業 ㈱
下仁田こんにゃく観光センター㈱
林自動車整備工場
東 静 工 業 ㈱
㈲ 佐 藤 製 作 所
㈲ 大 宮 製 材 所
㈱ 丸 高 食 品 商 会
㈱ 斎 藤 食 品
㈱日興製作所下仁田工場
㈱ 神 戸 オ ー ト
㈲ 下 仁 田 椎 茸
マ ル サ ン 木 材

㈶ 神 津 牧 場
㈱ 山 昭
㈱ 小 井 土 蒟 蒻
㈲ 荒 船 環 境 興 業
㈲ラーメンショップ
小 井 土 製 材 ㈱
㈱オギノケアサービス
㈲かぶら電子工業

デ ザイン工 業 ㈲
㈲ 小 井 土 建 設
㈱大協エネルギー

㈲アスモ・エフ・シー
アサヒサービス㈱
㈲ 黒 沢 組
白石工業㈱白艶華工場
くるま工房赤岩自動車
幸 樹 園
小金澤下仁田蒟蒻㈱
ちょい飲み処さちん家

㈱ 磯貝晃 三 商 店
国 土 建 設 ㈱
浅 川 商 事 ㈱
㈱ 東 洋 食 品
㈱ 岡 田 木 材
青 木 秀 行

黄綬褒章受章
内閣総理大臣表彰受賞
㈲菊屋小幡花火店

▲法人会下仁田地区会の皆様から多大なご寄付

合

花
火
打
ち
上
げ
に
、商
工
会
青
年

部
有
志
一
同
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
２０
歳
以
上

６０
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　
加
入
者（
被
保
険
者
）は
、次
の
よ
う
な
機
会
ご
と
に
届
け
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
や
学
生
な
ど
）
が
、

■
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
と
き

　
↓
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

■
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

　
↓
配
偶
者
が
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
２
号
被
保
険
者（
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
）
が
、

▼
退
職
し
た
と
き

　
↓
市
役
所
・
町
村
役
場
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

▼
退
職
し
、
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

　
↓
配
偶
者
が
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
が
、

◆
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
と
き

　
↓
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き

　
↓
市
役
所
・
町
村
役
場
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

　
必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
減
額
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５

＊
＊
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
＊
＊

　

地
区
等
推
薦
、団
体
推
薦
に
よ
り

下
仁
田
町
農
業
委
員
会
委
員
及
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。農
業
関
係
者

の
代
表
と
し
て
密
接
に
連
携
し
、農
地

を
守
り
、地
域
農
業
の
発
展
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

  

●
任
期　
令
和
８
年
７
月
20
日
〜

  

　
　
　
　
令
和
11
年
７
月
19
日

●
農
業
委
員
会
委
員
と
は
？

　
農
地
の
売
買・賃
借
等
の
許
可
、農

地
転
用
案
件
へ
の
意
見
具
申
、利
用

状
況
調
査
な
ど
を
中
心
に
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と

は
？ 下

仁
田
町
農
業
委
員
会
委
員
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
定
し
ま
し
た

　氏　　名
市川　　隆
掛川　秀行

◎ 今井　　均　 
○ 並木　勇治　 

黒澤　忠之
岡田　恵子
齋藤　昇久
茂木　　学

選出区分
下仁田地区
馬山地区
小坂地区
西牧地区
青倉地区
中　立

農協推薦
土地改良区推薦

◎は農業委員会長、○は会長職務代理者
※中立とは、農業者以外の者で、中立な立場で
　公正な判断をすることができる者

■農業委員会委員

氏　　名
黒澤　一郎

大小原　幸一
森下　明日子
佐藤　昌司
工藤　節子

小井土　登喜司
工藤　由彦
佐藤　　亘
園部　　隆
佐藤　正義

選出地区
下仁田地区
馬山地区

〃
〃

小坂地区
〃

西牧地区
〃
〃

青倉地区

■農地利用最適化推進委員 　
担
当
地
域
の
農
地
利
用
最
適
化
の

た
め
、農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
農
地
の

貸
し
借
り
に
関
す
る
情
報
収
集
、あ
っ

せ
ん
等
の
現
場
活
動
を
中
心
と
な
っ

て
行
って
い
た
だ
き
ま
す
。

●
農
業
委
員
会
で
は
、随
時「
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
」を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
、ご

理
解
を
い
た
だ
き
農
地
の
適
正
な
管

理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会（
農
林
課
農
業
係
）

☎
64―

８
８
０
６（
直
通
）

※お知らせ
今年の下仁田こんにゃく夏祭りは、降雨の影響により中止となりました。
花火打上は、１０月開催の諏訪神社秋季例大祭で実施します。 2広

報しもにた3 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）
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団体等

下仁田地区

馬山地区

小坂地区

青倉地区

西牧地区

町　外

協賛金を戴いた団体、企業等（順不同・敬称略）

花火店紹介

　この度は、花火打ち上げに対し、地区法人会員の皆様を中心
に多くの企業、事業所、商店をはじめ一般町民の皆様から多額の
協賛金を賜り、衷心より感謝し厚く御礼を申し上げます。
　以下、ご芳名（事業所名等）をご報告させていただき、御礼のご
挨拶に代えさせていただきます。

夏祭り花火協賛金に対する御礼
下仁田こんにゃく夏祭り実行委員会

(一社)富岡法人会
下仁田建築業組合
下 仁 田 金 融 会
下仁田町森林組合
下仁田町更生保護女性会
JA甘楽富岡農協下仁田支所
群馬県蒟蒻原料商工業協同組合
下仁田蒟蒻工業協同組合
ぐ ん ま 共 済
建 成 会
下仁田飲食店組合
下 仁 田 町 議 会
下 仁田町 区 長 会
下仁田町農業委員会
富岡ライオンズクラブ
下仁田町管工事協同組合
町商工会青年部有志一同
町役場職員有志一同

医療法人 清隆会　佐藤医院
㈲ マ ル イ
㈲ 下 仁 田 館
大 井 田 薬 局 ㈱
㈲ た か は し
㈲ 総 本 家 紙 屋
ウエ ルシア 薬 局
㈱小林新次郎商店
㈱ 荻 野 商 店
㈲ 森 川 酒 店
下 仁 田 倉 庫 ㈱
神 戸 工 業 不 動 産
近 田 輪 店
㈲ 新 彦 商 店
c u r r e d i e m
㈲コバ ヤシ 薬 局
カシワヤ 薬 局 ㈲

東 陽 軒
エ イ ト
㈱ 林 吉 太 郎 商 店
下 仁 田 林 業 ㈱
㈲ 恵 比 寿 屋
㈲ 小 沢 新 聞 店
㈲ 鍋 屋
㈲ 日 昇 軒
㈱ 常 盤 館
㈲ 花 の た か はし
㈲カネミ・さいとう
セブンイレブン下仁田町下仁田店
金 子 酒 店
㈱ マ ル モ ト
イワイオートサービス
㈲ 下 協
安 兵 衛
堀 口 精 肉 店
畳とインテリアあるが
寝 具 の 大 島
㈲ 鈴 木 電 機 商 会
㈲石井自動車整備工場
土 屋 製 作 所
国 際 警 備 保 障 ㈱
き よ し や 食 堂
㈱ 小 山 商 店
㈲永井自動車整備工場
こ ば や し
㈲ 佐 藤 鉄 工 所
ウッドショップ関口
木 暮 接 骨 院
㈲尚美 堂 印 刷 所
　 ラ イフ エ イド
㈲ 矢 嶋 石 材
㈲ 本 多
㈱開成エンジニアリング
髙 橋 寝 装 店

㈲鈴木銃砲火薬店
中 江 米 穀 店
なかい観光バス㈱
ヘアーサロンサトウ
神 戸 住 建
ブラッスリー茶 茶
福 田 屋
千 野 新 建 材 店
㈱ ウ エ ハ ラ
㈱ 神 戸 万 吉 商 店
上 原 建 設 ㈱
西 毛 建 設 ㈱
㈱ ヤ マ キ
㈲武井自動車整備工場
㈲ 土 谷 電 気 商 会
一 番
布 屋
小須田総合保険事務所
㈲今井水道ガス工事店
東 海 ガ ス ㈱
㈲ 市 川 石 材
㈲ 鈴 木 運 輸
㈲ 今 井 鉄 建 設 備
㈲下仁田温泉清流荘
飯 塚 時 計 店
村 木 建 設 ㈱
㈲石井ライフ工業
㈲ ま る や
ヨシ ザワ 洋 品 店
茂 木 時 計 店
阿 部 勝 美
大 野 泰 子
掛 川 信 二 郎
神 戸 達 治
田 貝 清 子

㈱ サ マ タ 機 工

㈱ 岩 井 工 建
㈲ 坂 口 建 設
㈲ 中 澤 製 作 所
㈲産業開発しもにた
㈲ ケ イ ハ ウ ス
㈲ 佐 藤 電 子 工 業
東武興業㈱下仁田カントリークラブ
白 山 製 材 ㈱
㈲ 下 南 興 業 社
㈲ 下 仁 田 納 豆
㈲ カ ネ タ ケ
㈲ 岡 野 製 材 所
㈲中山 金 属 工 業
ま や ま ド ラ イ
㈱ エ ス テ ッ ク
㈲ 清 水 工 業
㈲ 神 戸 造 園
セブンイレブン下仁田インター店
㈲ 神 戸 工 業
ラーメン焼肉　笑吉
神 戸 土 木 ㈱
馬山蒟ネギ君・蒟蒻君
石 井 末 雄

萩 原 建 設 ㈱
みなしろ 建 設 ㈱
思 恋 路
㈲ 永 井 製 作 所

㈱ K F E
シ ラ タ カ 建 設
㈲マルサ下仁田蒟蒻
㈱ 相 川 産 業
㈲しもに た 聖 苑
㈲ エ コ ト ピ ア
㈱オーイズミ下仁田
茂 木 食 品 工 業 ㈱
下仁田こんにゃく観光センター㈱
林自動車整備工場
東 静 工 業 ㈱
㈲ 佐 藤 製 作 所
㈲ 大 宮 製 材 所
㈱ 丸 高 食 品 商 会
㈱ 斎 藤 食 品
㈱日興製作所下仁田工場
㈱ 神 戸 オ ー ト
㈲ 下 仁 田 椎 茸
マ ル サ ン 木 材

㈶ 神 津 牧 場
㈱ 山 昭
㈱ 小 井 土 蒟 蒻
㈲ 荒 船 環 境 興 業
㈲ラーメンショップ
小 井 土 製 材 ㈱
㈱オギノケアサービス
㈲かぶら電子工業

デ ザイン工 業 ㈲
㈲ 小 井 土 建 設
㈱大協エネルギー

㈲アスモ・エフ・シー
アサヒサービス㈱
㈲ 黒 沢 組
白石工業㈱白艶華工場
くるま工房赤岩自動車
幸 樹 園
小金澤下仁田蒟蒻㈱
ちょい飲み処さちん家

㈱ 磯貝晃 三 商 店
国 土 建 設 ㈱
浅 川 商 事 ㈱
㈱ 東 洋 食 品
㈱ 岡 田 木 材
青 木 秀 行

黄綬褒章受章
内閣総理大臣表彰受賞
㈲菊屋小幡花火店

▲法人会下仁田地区会の皆様から多大なご寄付

合

花
火
打
ち
上
げ
に
、商
工
会
青
年

部
有
志
一
同
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
２０
歳
以
上

６０
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　
加
入
者（
被
保
険
者
）は
、次
の
よ
う
な
機
会
ご
と
に
届
け
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
や
学
生
な
ど
）
が
、

■
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
と
き

　
↓
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

■
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

　
↓
配
偶
者
が
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
２
号
被
保
険
者（
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
）
が
、

▼
退
職
し
た
と
き

　
↓
市
役
所
・
町
村
役
場
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

▼
退
職
し
、
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

　
↓
配
偶
者
が
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
が
、

◆
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
と
き

　
↓
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き

　
↓
市
役
所
・
町
村
役
場
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

　
必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
減
額
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５

＊
＊
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
＊
＊

　

地
区
等
推
薦
、団
体
推
薦
に
よ
り

下
仁
田
町
農
業
委
員
会
委
員
及
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。農
業
関
係
者

の
代
表
と
し
て
密
接
に
連
携
し
、農
地

を
守
り
、地
域
農
業
の
発
展
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

  

●
任
期　
令
和
８
年
７
月
20
日
〜

  

　
　
　
　
令
和
11
年
７
月
19
日

●
農
業
委
員
会
委
員
と
は
？

　
農
地
の
売
買・賃
借
等
の
許
可
、農

地
転
用
案
件
へ
の
意
見
具
申
、利
用

状
況
調
査
な
ど
を
中
心
に
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と

は
？ 下

仁
田
町
農
業
委
員
会
委
員
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
定
し
ま
し
た

　氏　　名
市川　　隆
掛川　秀行

◎ 今井　　均　 
○ 並木　勇治　 

黒澤　忠之
岡田　恵子
齋藤　昇久
茂木　　学

選出区分
下仁田地区
馬山地区
小坂地区
西牧地区
青倉地区
中　立

農協推薦
土地改良区推薦

◎は農業委員会長、○は会長職務代理者
※中立とは、農業者以外の者で、中立な立場で
　公正な判断をすることができる者

■農業委員会委員

氏　　名
黒澤　一郎

大小原　幸一
森下　明日子
佐藤　昌司
工藤　節子

小井土　登喜司
工藤　由彦
佐藤　　亘
園部　　隆
佐藤　正義

選出地区
下仁田地区
馬山地区

〃
〃

小坂地区
〃

西牧地区
〃
〃

青倉地区

■農地利用最適化推進委員 　
担
当
地
域
の
農
地
利
用
最
適
化
の

た
め
、農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
農
地
の

貸
し
借
り
に
関
す
る
情
報
収
集
、あ
っ

せ
ん
等
の
現
場
活
動
を
中
心
と
な
っ

て
行
って
い
た
だ
き
ま
す
。

●
農
業
委
員
会
で
は
、随
時「
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
」を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
、ご

理
解
を
い
た
だ
き
農
地
の
適
正
な
管

理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会（
農
林
課
農
業
係
）

☎
64―
８
８
０
６（
直
通
）

※お知らせ
今年の下仁田こんにゃく夏祭りは、降雨の影響により中止となりました。
花火打上は、１０月開催の諏訪神社秋季例大祭で実施します。 2広

報しもにた3 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）
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児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
や
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
こ
ど
も
の
大
学
等
受
験
料
・

模
擬
試
験
受
験
料
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者

申
請
日
時
点
で
、
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
世
帯

①
群
馬
県
内
の
町
村
部
に
在
住

②
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
ま
た
は

住
民
税
非
課
税
世
帯

●
対
象
経
費
（
令
和
８
年
度
中
に
支

払
っ
た
費
用
が
対
象
）

①
大
学
、短
期
大
学
、専
修
学
校
（
専

門
課
程
）
及
び
高
等
専
門
学
校
第
４

学
年
編
入
学
試
験
の
受
験
料

・
高
校
３
年
生
等

上
限
５
３
，
０
０
０
円

②
進
学
に
向
け
て
受
験
し
た
模
擬
試

験
の
受
験
料

・
高
校
３
年
生
等

上
限
８
，
０
０
０
円

・
中
学
３
年
生

上
限
６
，
０
０
０
円

●
申
請
期
期
限

令
和
９
年
２
月
２６
日
（
金
）

●
申
請
方
法
な
ど
の

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
　

☎
０
２
７
―
２
２
６
―
２
６
２
２

福
祉
課
福
祉
係
　
☎
64
―
８
８
０
３

令
和
８
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
町
で
は
、
こ
の
災
害
で
被
害
を
受
け

た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
集
ま
っ
た
義
援

金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災

者
の
方
々
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
受
付
場
所

役
場
福
祉
課（
平
日
及
び
土
日
祝
日
）

保
健
セ
ン
タ
ー
（
平
日
の
み
）

●
受
付
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

●
受
付
期
間

令
和
８
年
１０
月
３０
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
係
　
☎
64
―
８
８
０
３

P
E
T
ボ
ト
ル
ベ
ー
ル
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

　
み
な
さ
ま
か
ら
出
さ
れ
た
ペッ
ト
ボ

ト
ル
は
、
圧
縮
・
梱
包
し
て
再
商
品

化
業
者
に
引
き
渡
し
て
お
り
ま
す
が
、

年
に一
度
ベ
ー
ル
検
査
を
受
け
ま
す
。

無
作
為
に
抽
出
し
た
２
縛
り
分
の
う

ち
、
何
個
悪
い
物
が
含
ま
れ
て
い
る

か
を
調
べ
る
も
の
で
す
。（
成
績
が
悪

い
と
引
き
取
って
も
ら
え
な
く
な
り
ま

す
。）

　
今
回
は
総
重
量
３
３
，
３
７
０ｇ
、

テ
ー
プ
や
塗
料
が
付
着
し
た
も
の
２
本
・

異
物
の
入
っ
た
も
の
７
本
と
い
う
結
果

で
、
１
０
０
点
中
８６
点
の
Ａ
ラ
ン
ク
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
住
民一人
ひ
と
り

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
意
識
の
成
果

で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
Ａ
ラ
ン
ク
を
維
持
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
（
下

仁
田
町
役
場
内
）☎
64
―
８
８
１
１

介
護
慰
労
金
支
給
の
申
請
に
つ
い
て

●
対
象
者
　
令
和
８
年
８
月
１
日
時

点
で
、次
の
要
件
を
す
べて
満
た
す
在

宅
の
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
を
、居

宅
で
１
年
以
上
継
続
し
て
介
護
し
て

い
る
方
。介
護
者
の
い
な
い
場
合
は
本

人
。

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、年
齢
が
６５

歳
以
上
で
あ
る
こ
と

②
令
和
７
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
７
月
３１
日
の
期
間
中
に
、要
介
護

４
又
は
５
の
認
定
が
１
年
以
上
継
続

し
、入
院
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用

等
の
在
宅
で
な
い
期
間
が
１
０
０
日

を
超
え
な
い
こ
と

●
申
請
期
間
　
９
月
１
日（
火
）〜
３０

日（
水
）平
日
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時

●
申
請
方
法
　
福
祉
課
窓
口
に
あ
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
。申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
持
ち
物
　
介
護
保
険
証
、振
込
を

希
望
す
る
貯
金
通
帳

●
支
給
額
　
８
０
，０
０
０
円

●
支
給
時
期
　
１２
月（
申
請
後
、確

認
作
業
で
該
当
が
決
定
し
ま
す
）

●
申
請・問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課

包
括
支
援
係
　
☎
64
―
８
８
０
４

ス
マ
ホ
教
室
９
月
開
催
の
受
講
者
募
集

●
９
月
の
開
催
内
容

○
初
心
者
…
基
本
操
作
、マッ
プ
や
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
使
い
方
な
ど

○
中
級
者
…
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読
取
、

音
声
操
作
な
ど

●
開
催
日
／
開
催
場
所

９
月
２８
日（
月
）Ａ
コ
ー
プ
駐
車
場

●
開
催
時
間・内
容  

１
日
４
回
開
催

※
各
回
定
員
３
名
ま
で

①
午
前
９
時
３０
分
〜
１０
時
３０
分
　

「
ス
マ
ホ
初
心
者
向
け
講
座
」

②
午
前
１１
時
〜
１２
時

「
ス
マ
ホ
中
級
者
向
け
講
座
」

③
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分
　

「
ス
マ
ホ
初
心
者
向
け
講
座
」

④
午
後
３
時
〜
４
時

「
ス
マ
ホ
中
級
者
向
け
講
座
」

※
教
室
への
参
加
は
、原
則
予
約
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。ご
予
約
は
以
下
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
マ
ホ
教
室
予
約
専
用
窓
口

●
受
付
時
間
　
９
時
か
ら
17
時

☎
０
８
０
０
―
１
１
１
―
９
４
４
２

（
通
話
料
無
料
）

※
年
中
無
休（
土
日
祝
日
も
受
付
い
た

し
ま
す
。）お
住
い
の
地
域
に
関
係
な

く
、ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。ご
予
約
の

な
い
方
で
も
、相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

●
ご
予
約・キ
ャ
ン
セ
ル
以
外
の
問

い
合
わ
せ
先

企
画
課
地
域
創
生
係

☎
82
―
２
１
１
１（
内
線
５
１
３
）

社
明
募
金
の
ご
報
告
と
お
礼

下
仁
田
町
更
生
保
護
女
性
会

　
法
務
省
の「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」７
月
が
強
調
月
間
で
は
あ
り

ま
す
が
猛
暑
の
為
、社
明
募
金
活
動

は
６
月
に
実
施
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年
度
多
く
の
地
区
で
区

費
か
ら
捻
出
し
て
頂
き
、お
預
か
り
し

た
募
金
額
は
６
２
７
，５
０
０
円
と
な

り
ま
し
た
。皆
様
の
ご
協
力
、誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
、以
下
の
よ
う
な「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の
活
動
に

大
事
に
使
わ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

○
少
年
院・更
生
保
護
施
設・依
存
症

者
の
回
復
施
設・自
立
支
援
施
設
児

童
養
護
施
設
な
ど
への
支
援

○
刑
務
所
出
所
者
への
就
労
支
援

○
犯
罪
・
非
行
防
止
活
動（
薬
物
乱

用
防
止・特
殊
詐
欺
防
止・地
域
見
守

り
活
動
）

○「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」　

広
報
活
動

○
赤
い
羽
根
共
同
募
金・歳
末
助
け

合
い
募
金
に
寄
付

○
災
害
時
に
お
け
る
寄
付

今
後
と
も
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

下仁田が賑わう”イベント”が盛りだくさん【同時開催】
9月13日（日）午前１０時～午後４時

下仁田町商工会主催のまちなか賑わいイベ
ント。キッチンカーや露店、軽トラックでの地
場野菜の販売など、出店多数

●会場　こんにゃく手作り体験道場

VIBRATION TABLE
食音市しもにたF・E・S
VIBRATION TABLE
食音市しもにたF・E・S

下仁田町商工会主催
しもにた青空市

下仁田町商工会主催
しもにた青空市

【イベント内容】
ラーメンフェス開催、キッチンカー、
アクセサリー、地場野菜販売、
マッサージ、スタンプラリーなど
（出店120店舗）

食べる、聴く、混ざる。
まちがひとつのマーケットになる日。
●STATIONステージ（下仁田駅前）
●STREETステージ（仲町本通り）
●KONJACステージ（こんにゃく道場前）
●DIEMステージ（カレーディエム）
●SCIステージ（商工会前）　（出演40組）

4広
報しもにた5 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）
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児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
や
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
こ
ど
も
の
大
学
等
受
験
料
・

模
擬
試
験
受
験
料
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者

申
請
日
時
点
で
、
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
世
帯

①
群
馬
県
内
の
町
村
部
に
在
住

②
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
ま
た
は

住
民
税
非
課
税
世
帯

●
対
象
経
費
（
令
和
８
年
度
中
に
支

払
っ
た
費
用
が
対
象
）

①
大
学
、短
期
大
学
、専
修
学
校
（
専

門
課
程
）
及
び
高
等
専
門
学
校
第
４

学
年
編
入
学
試
験
の
受
験
料

・
高
校
３
年
生
等

上
限
５
３
，
０
０
０
円

②
進
学
に
向
け
て
受
験
し
た
模
擬
試

験
の
受
験
料

・
高
校
３
年
生
等

上
限
８
，
０
０
０
円

・
中
学
３
年
生

上
限
６
，
０
０
０
円

●
申
請
期
期
限

令
和
９
年
２
月
２６
日
（
金
）

●
申
請
方
法
な
ど
の

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
　

☎
０
２
７
―
２
２
６
―
２
６
２
２

福
祉
課
福
祉
係
　
☎
64
―
８
８
０
３

令
和
８
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
町
で
は
、
こ
の
災
害
で
被
害
を
受
け

た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
集
ま
っ
た
義
援

金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災

者
の
方
々
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
受
付
場
所

役
場
福
祉
課（
平
日
及
び
土
日
祝
日
）

保
健
セ
ン
タ
ー
（
平
日
の
み
）

●
受
付
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

●
受
付
期
間

令
和
８
年
１０
月
３０
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
係
　
☎
64
―
８
８
０
３

P
E
T
ボ
ト
ル
ベ
ー
ル
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

　
み
な
さ
ま
か
ら
出
さ
れ
た
ペッ
ト
ボ

ト
ル
は
、
圧
縮
・
梱
包
し
て
再
商
品

化
業
者
に
引
き
渡
し
て
お
り
ま
す
が
、

年
に一
度
ベ
ー
ル
検
査
を
受
け
ま
す
。

無
作
為
に
抽
出
し
た
２
縛
り
分
の
う

ち
、
何
個
悪
い
物
が
含
ま
れ
て
い
る

か
を
調
べ
る
も
の
で
す
。（
成
績
が
悪

い
と
引
き
取
って
も
ら
え
な
く
な
り
ま

す
。）

　
今
回
は
総
重
量
３
３
，
３
７
０ｇ
、

テ
ー
プ
や
塗
料
が
付
着
し
た
も
の
２
本
・

異
物
の
入
っ
た
も
の
７
本
と
い
う
結
果

で
、
１
０
０
点
中
８６
点
の
Ａ
ラ
ン
ク
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
住
民一人
ひ
と
り

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
意
識
の
成
果

で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
Ａ
ラ
ン
ク
を
維
持
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
（
下

仁
田
町
役
場
内
）☎
64
―
８
８
１
１

介
護
慰
労
金
支
給
の
申
請
に
つ
い
て

●
対
象
者
　
令
和
８
年
８
月
１
日
時

点
で
、次
の
要
件
を
す
べて
満
た
す
在

宅
の
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
を
、居

宅
で
１
年
以
上
継
続
し
て
介
護
し
て

い
る
方
。介
護
者
の
い
な
い
場
合
は
本

人
。

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、年
齢
が
６５

歳
以
上
で
あ
る
こ
と

②
令
和
７
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
７
月
３１
日
の
期
間
中
に
、要
介
護

４
又
は
５
の
認
定
が
１
年
以
上
継
続

し
、入
院
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用

等
の
在
宅
で
な
い
期
間
が
１
０
０
日

を
超
え
な
い
こ
と

●
申
請
期
間
　
９
月
１
日（
火
）〜
３０

日（
水
）平
日
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時

●
申
請
方
法
　
福
祉
課
窓
口
に
あ
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
。申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
持
ち
物
　
介
護
保
険
証
、振
込
を

希
望
す
る
貯
金
通
帳

●
支
給
額
　
８
０
，０
０
０
円

●
支
給
時
期
　
１２
月（
申
請
後
、確

認
作
業
で
該
当
が
決
定
し
ま
す
）

●
申
請・問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課

包
括
支
援
係
　
☎
64
―
８
８
０
４

ス
マ
ホ
教
室
９
月
開
催
の
受
講
者
募
集

●
９
月
の
開
催
内
容

○
初
心
者
…
基
本
操
作
、マッ
プ
や
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
使
い
方
な
ど

○
中
級
者
…
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読
取
、

音
声
操
作
な
ど

●
開
催
日
／
開
催
場
所

９
月
２８
日（
月
）Ａ
コ
ー
プ
駐
車
場

●
開
催
時
間・内
容  

１
日
４
回
開
催

※
各
回
定
員
３
名
ま
で

①
午
前
９
時
３０
分
〜
１０
時
３０
分
　

「
ス
マ
ホ
初
心
者
向
け
講
座
」

②
午
前
１１
時
〜
１２
時

「
ス
マ
ホ
中
級
者
向
け
講
座
」

③
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分
　

「
ス
マ
ホ
初
心
者
向
け
講
座
」

④
午
後
３
時
〜
４
時

「
ス
マ
ホ
中
級
者
向
け
講
座
」

※
教
室
への
参
加
は
、原
則
予
約
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。ご
予
約
は
以
下
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
マ
ホ
教
室
予
約
専
用
窓
口

●
受
付
時
間
　
９
時
か
ら
17
時

☎
０
８
０
０
―
１
１
１
―
９
４
４
２

（
通
話
料
無
料
）

※
年
中
無
休（
土
日
祝
日
も
受
付
い
た

し
ま
す
。）お
住
い
の
地
域
に
関
係
な

く
、ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。ご
予
約
の

な
い
方
で
も
、相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

●
ご
予
約・キ
ャ
ン
セ
ル
以
外
の
問

い
合
わ
せ
先

企
画
課
地
域
創
生
係

☎
82
―
２
１
１
１（
内
線
５
１
３
）

社
明
募
金
の
ご
報
告
と
お
礼

下
仁
田
町
更
生
保
護
女
性
会

　
法
務
省
の「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」７
月
が
強
調
月
間
で
は
あ
り

ま
す
が
猛
暑
の
為
、社
明
募
金
活
動

は
６
月
に
実
施
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年
度
多
く
の
地
区
で
区

費
か
ら
捻
出
し
て
頂
き
、お
預
か
り
し

た
募
金
額
は
６
２
７
，５
０
０
円
と
な

り
ま
し
た
。皆
様
の
ご
協
力
、誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
、以
下
の
よ
う
な「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の
活
動
に

大
事
に
使
わ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

○
少
年
院・更
生
保
護
施
設・依
存
症

者
の
回
復
施
設・自
立
支
援
施
設
児

童
養
護
施
設
な
ど
への
支
援

○
刑
務
所
出
所
者
への
就
労
支
援

○
犯
罪
・
非
行
防
止
活
動（
薬
物
乱

用
防
止・特
殊
詐
欺
防
止・地
域
見
守

り
活
動
）

○「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」　

広
報
活
動

○
赤
い
羽
根
共
同
募
金・歳
末
助
け

合
い
募
金
に
寄
付

○
災
害
時
に
お
け
る
寄
付

今
後
と
も
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

下仁田が賑わう”イベント”が盛りだくさん【同時開催】
9月13日（日）午前１０時～午後４時

下仁田町商工会主催のまちなか賑わいイベ
ント。キッチンカーや露店、軽トラックでの地
場野菜の販売など、出店多数

●会場　こんにゃく手作り体験道場

VIBRATION TABLE
食音市しもにたF・E・S
VIBRATION TABLE
食音市しもにたF・E・S

下仁田町商工会主催
しもにた青空市

下仁田町商工会主催
しもにた青空市

【イベント内容】
ラーメンフェス開催、キッチンカー、
アクセサリー、地場野菜販売、
マッサージ、スタンプラリーなど
（出店120店舗）

食べる、聴く、混ざる。
まちがひとつのマーケットになる日。
●STATIONステージ（下仁田駅前）
●STREETステージ（仲町本通り）
●KONJACステージ（こんにゃく道場前）
●DIEMステージ（カレーディエム）
●SCIステージ（商工会前）　（出演40組）
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【
俳
句
】

■
こ
ん
に
ゃ
く
葉
ニ
コ
ラ
イ
堂
の
屋
根
の
色

　（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
満
開
の
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ツ
ラ
に
亡
母
重
ね

　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
板
こ
ん
を
う
す
く
て
え
ら
に
チ
ョ
コ
か
け
り
ゃ
こ
り
ゃ
あ
う
ん
ま
い
板
チ
ョ
こ
ん
に
ゃ
く
（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
穂
ば
ら
み
し
稲
田
の
続
く
佐
久
平
ロ
ー
カ
ル
線
は
汽
笛
ひ
び
か
せ

　
　
　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

【
漢
詩 

富
岡
漢
詩
会
下
仁
田
町
雅
友
の
会
】

　訪
小
栗
上
野
介
墓

　
　
　
　
　恕
風

　佐
藤
侃
司

竹
林
鬱
鬱
晝
猶
昏

石
磴
登
攀
立
墓
門

非
業
偉
才
埋
骨
處

孤
忠
順
逆
向
誰
論

【
短
歌
】

【
下
仁
田
川
柳
会

　令
和
八
年
七
月
句
会
】

■
語
り
部
に
琴
線
揺
ら
さ
れ
目
に
涙

　
　
　中
澤

　一
夫

■
ピ
カ
ッ
と
来
て
井
戸
端
会
議
ザ
・
エ
ン
ド

　阿
部

　勝
美

■
宿
題
を
断
捨
離
し
て
る
夏
休
み

　
　
　
　

 

飯
野

　伊
乃

■
駐
車
場
日
陰
の
空
き
に
上
機
嫌

　
　
　岩
井

　功
江

■
重
力
に
逆
ら
え
ぬ
身
の
落
ち
具
合

　
　齋
藤

　千
弘

■
涼
や
か
に
電
気
代
ゼ
ロ
風
の
穴

　
　
　遠
田
紀
恵
子

　小
栗
上
野
介
の
墓
を
訪
う

竹
林
欝
々
と
し
て
昼
猶
お
昏
く

石
磴
登
攀
し
て
墓
門
に
立
つ

非
業
の
偉
才
骨
を
埋
む
処

孤
忠
の
順
逆 

誰
に
向
か
っ
て
論
ぜ
ん
や

せ
き
と
う

た

と
は
ん

ぼ
も
ん

ち
く
り
ん

う
つ
う
つ

お
ぐ
り
こ
う
ず
け
の
す
け

は
か

と

ひ
る

く

く
ら

ひ
ご
う

こ
ち
ゅ
う

た
れ

む

ろ
ん

じ
ゅ
ん
ぎ
ゃ
く

い
さ
い

ほ
ね

う
ず

と
こ
ろ

【
語
釈
】
小
栗
上
野
介
―
幕
府
の
遣
米
使
節
団
で
視
察
し
た
ア
メ
リ

カ
の
先
進
技
術
を
取
り
入
れ
、
横
須
賀
造
船
所
の
建
設
な
ど
数
々

の
事
業
を
実
施
。
後
に
大
隈
重
信
に
「
明
治
政
府
の
行
っ
た
近
代

化
施
策
は
小
栗
上
野
介
の
構
想
の
模
倣
に
過
ぎ
な
い
」
と
言
わ
し

め
た
。
領
地
の
あ
る
権
田
村（
現
高
崎
市
倉
渕
町
権
田
）に
隠
棲
後
、

維
新
政
府
に
よ
っ
て
、
逆
賊
と
し
て
罪
な
く
し
て
処
刑
さ
れ
た
。
来

年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
の
主
人
公
／
竹
林
―
た
け
や
ぶ
／

欝
々
―
草
木
が
薄
暗
く
生
い
茂
っ
て
い
る
さ
ま
／
石
磴
―
石
段
。

石
の
あ
る
坂
道
／
登
攀
―
山
や
高
所
に
よ
じ
登
る
こ
と
／
非
業
―

災
難
に
よ
っ
て
死
ぬ
こ
と
／
偉
才
―
優
れ
た
才
能
を
持
つ
人
／
埋
骨

処
―
お
骨
を
埋
葬
し
た
場
所
／
孤
忠
―
心
を
同
じ
く
す
る
人
も
な

く
、
た
っ
た
一
人
で
尽
く
す
忠
義
／
順
逆
―
順
序
が
正
し
い
こ
と
と

逆
で
あ
る
こ
と
／
向
誰
論
―
い
っ
た
い
誰
に
訴
え
れ
ば
よ
い
の
か

【
通
釈
】
竹
林
が
生
い
茂
る
急
な
石
段
を
登
り
、
日
中
で
も
薄
暗
い

上
野
介
の
墓
前
に
立
っ
た
。

薩
長
史
観
の
下
、
逆
賊
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
、
罪
な
く
し
て
烏
川

の
辺
で
斬
首
さ
れ
た
。
た
っ
た
一
人
で
幕
府
に
忠
義
を
尽
く
し
、
何

が
正
し
く
何
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
、
い
っ
た
い
誰
に
訴
え
た
ら
よ

い
の
だ
ろ
う
か
（
小
栗
の
数
々
の
功
績
は
、
維
新
政
府
に
よ
っ
て
抹

殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
）。

【
星
俳
句
会

　令
和
八
年
七
月
句
会
】

■
百
合
咲
く
や
高
き
香
り
を
風
に
乗
せ

　
　高
田

　ト
ク

■
み
ど
り
濃
き
妙
義
嶺
水
音
光
る
棚
田

　
　今
井

　陽
子

■
二
千
年
太
古
を
し
の
ぶ
大
賀
蓮

　
　
　
　永
井

　波
江

■
梅
雨
湿
り
億
劫
な
事
ば
か
り
増
え

　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
涼
し
さ
を
ス
イ
ッ
チ
一
つ
が
送
る
風

　須
藤

　禮
子

■
荒
船
山
を
深
あ
く
沈
め
夏
の
霧

　
　
　吉
田

　文
子

■
合
歓
の
花
照
る
日
曇
る
日
風
が
梳
く

　佐
藤

　信
香

■
空
の
青
心
も
晴
ら
し
梅
雨
の
晴

　
　
　工
藤

　初
恵

■
梅
雨
明
け
と
見
紛
ふ
程
の
陽
の
強
さ

　新
井

　笑
子

あ
ら
ふ
ね

す

み
ま
が

お
っ
く
う

み

お
と

て

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

里
見
哲
夫

動
物
達
が
食
害
に
遭
っ
た
植
物

動
物
達
が
食
害
に
遭
っ
た
植
物

　
２
０
２
６
年
（
令
和
８
）
４
月
24

日
付
上
毛
新
聞
に
、「
湖
畔
の
春
彩

る
高
崎
」
と
題
し
た
記
事
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。ス
イ
セ
ン
数
十
万
株
が

サ
ク
ラ
と
同
じ
時
季
に
咲
い
て
い

る
と
の
記
事
で
し
た
。

　
写
真
も
見
事
で
し
た
。こ
れ
だ
け

の
ス
イ
セ
ン
を
よ
く
も
沢
山
植
え

ら
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
申
し
上
げ

ま
す
。足
の
便
さ
え
確
保
出
来
れ
ば

す
ぐ
に
で
も
駆
け
つ
け
て
見
た
い

も
の
と
記
事
を
拝
見
し
ま
し
た
。残

念
な
こ
と
は
高
齢
の
た
め
車
に
乗

れ
な
い
こ
と
で
し
た
。

　
実
は
、
こ
の
よ
う
に
沢
山
の
ス
イ

セ
ン
が
咲
い
て
い
る
の
に
、
動
物
の

被
害
に
関
す
る
こ
と
が
報
道
さ
れ

て
い
な
い
は
不
思
議
で
し
ょ
う
。動

物
た
ち
は
過
去
に
ス
イ
セ
ン
類
を

食
べ
て
大
き
な
食
害
を
受
け
た
苦

い
経
験
を
持
っ
て
い
ま
す
。以
後
、

ス
イ
セ
ン
類
を
食
べ
な
い
事
を
受

け
継
い
で
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。

　
近
年
、
矢
川
地
区
で
シ
カ
の
被
害

が
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
耳
に

し
ま
し
た
。早
速
、
同
僚
に
お
願
い

を
し
ま
し
て
現
地
を
訪
れ
て
み
ま

す
と
、
庭
や
道
端
な
ど
に
ス
イ
セ
ン

が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。庭
に
植

え
ら
れ
て
い
る
植
物
の
状
況
を
観

察
し
ま
し
た
ら
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
等

は
、
食
害
を
防
ぐ
た
め
に
囲
い
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
折
角
の
春
を
楽
し
む
た
め
に
多

く
の
ご
苦
労
が
あ
る
こ
と
を
体
験

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ス
イ
セ

ン
類
の
他
に
ツ
ツ
ジ
類
も
食
害
を

受
け
て
い
ま
せ
ん
。ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

が
花
を
咲
か
せ
て
わ
れ
わ
れ
を
歓

迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
近
く
の
神
津
牧
場
で
は
牧
草
類

の
被
害
に
苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ツ
ツ
ジ
類
は
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。

　
動
物
達
の
出
没
地
域
で
は
、
庭
に

植
え
る
観
賞
用
の
植
物
に
も
多
く

の
ご
苦
労
が
あ
る
こ
と
を
体
験
し

て
き
ま
し
た
。　
　

　
下
仁
田
周
辺
の
山
で
見
ら
れ
る

ツ
ツ
ジ
類
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、
日

当
た
り
の
よ
い
尾
根
な
ど
を
中
心

に
多
く
の
ツ
ツ
ジ
類
が
み
ら
れ
ま

す
。種
名
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
の
で

参
考
に
見
て
く
だ
さ
い
。主
な
も
の

に
コ
メ
ツ
ツ
ジ
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、

ア
カ
ヤ
シ
オ
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
ト

ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
ウ
ラ
ジ
ロ

ヨ
ウ
ラ
ク
、
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
、
ヤ
マ

ツ
ツ
ジ
、
サ
ラ
サ
ド
ウ
ラ
ン
、
ア
セ

ビ
、
ネ
ジ
キ
等
の
多
く
が
見
ら
れ
ま

す
。何
れ
も
、
山
の
日
当
た
り
の
良

い
個
所
に
見
ら
れ
ま
す
。ツ
ツ
ジ
は

陽
樹
で
す
の
で
、
日
陰
に
な
る
と
花

を
付
け
ま
せ
ん
。庭
に
咲
い
て
い
る

ツ
ツ
ジ
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。観
察

を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
動
物
は
ツ
ツ
ジ
の
食
害
を
学
習

ズ
ミ
で
す
。過
去
に
於
い
て
苦
し
い

体
験
を
学
習
し
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
に
ツ
ツ
ジ
を
食
べ
る
こ
と
は
一

切
無
く
な
り
ま
し
た
。ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。動
物
た
ち
は
、
こ
ん
な

智
恵
を
持
っ
て
今
の
自
然
に
接
し

て
い
ま
す
。も
し
も
、
ツ
ツ
ジ
の
食

害
が
目
に
止
ま
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
赤
城
山
、
榛
名
山
、
妙
義
山
等
を

始
め
、
他
の
山
々
や
地
域
で
も
ツ
ツ

ジ
の
食
害
は
一
切
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

従
い
ま
し
て
、
動
物
に
よ
る
食
害
の

多
い
地
域
で
は
、
逆
に
ツ
ツ
ジ
を
植

え
て
地
域
お
こ
し
を
し
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

動
物
は 

ツ
ツ
ジ
被
害 

知
り
つ
く
し

　
被
害
に
遭
わ
ぬ 

智
恵
や
素
晴
ら
し
き

ス
イ
セ
ン
や 

ツ
ツ
ジ
類
に 

害
あ
る
を

　
動
物
た
ち
は 

知
り
つ
く
し
を
る

動
物
の 

出
没
あ
る 

地
域
で
は

　
植
物
管
理 

お
お
仕
事
な
り

紫
の 

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
は 

花
盛
り

　
枝
一
杯
に 

咲
き
誇
り
を
る

食
害
を 
避
け
る
為
に
と 

シ
ャ
ク
ナ
ゲ

　
囲
い
の
中
で 

開
花
を
ま
つ
か

戴
き
し 

料
理
の
味
の 

素
晴
ら
し
さ

　
説
明
受
け
て 
話
の
間
に
と

時
間
す
ぎ 

昼
食
ま
で
も 

頂
き
て

　
な
お
も
続
き
て 

話
聞
き
入
る

初
鳥
屋 

シ
カ
の
出
没 

多
く
な
り

　
食
害
多
く 

対
策
苦
労

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は 

囲
い
の
中
で

　
ひ
っ
そ
り
と

　
　
食
害
逃
れ 

開
花
待
ち
を
る

庭
飾
る 

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
は 

花
盛
り

　
食
害
も
無
く 

客
人
む
か
う

ス
イ
セ
ン
も 

食
害
無
く
て 

各
所
に

　
花
を
咲
か
せ
て 

楽
し
み
多
し

作
物
も 

食
害
多
く 

対
策
に

　
苦
労
や
多
く 

休
む
間
も
無
し

作
物
の 

被
害
す
く
な
を 

願
い
つ
つ

　
見
守
り
多
く 

対
策
如
何
に
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穴
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子

　小
栗
上
野
介
の
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訪
う

竹
林
欝
々
と
し
て
昼
猶
お
昏
く

石
磴
登
攀
し
て
墓
門
に
立
つ

非
業
の
偉
才
骨
を
埋
む
処

孤
忠
の
順
逆 

誰
に
向
か
っ
て
論
ぜ
ん
や

せ
き
と
う

た

と
は
ん

ぼ
も
ん

ち
く
り
ん

う
つ
う
つ

お
ぐ
り
こ
う
ず
け
の
す
け

は
か

と

ひ
る

く

く
ら

ひ
ご
う

こ
ち
ゅ
う

た
れ

む

ろ
ん

じ
ゅ
ん
ぎ
ゃ
く

い
さ
い

ほ
ね

う
ず

と
こ
ろ

【
語
釈
】
小
栗
上
野
介
―
幕
府
の
遣
米
使
節
団
で
視
察
し
た
ア
メ
リ

カ
の
先
進
技
術
を
取
り
入
れ
、
横
須
賀
造
船
所
の
建
設
な
ど
数
々

の
事
業
を
実
施
。
後
に
大
隈
重
信
に
「
明
治
政
府
の
行
っ
た
近
代

化
施
策
は
小
栗
上
野
介
の
構
想
の
模
倣
に
過
ぎ
な
い
」
と
言
わ
し

め
た
。
領
地
の
あ
る
権
田
村（
現
高
崎
市
倉
渕
町
権
田
）に
隠
棲
後
、

維
新
政
府
に
よ
っ
て
、
逆
賊
と
し
て
罪
な
く
し
て
処
刑
さ
れ
た
。
来

年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
の
主
人
公
／
竹
林
―
た
け
や
ぶ
／

欝
々
―
草
木
が
薄
暗
く
生
い
茂
っ
て
い
る
さ
ま
／
石
磴
―
石
段
。

石
の
あ
る
坂
道
／
登
攀
―
山
や
高
所
に
よ
じ
登
る
こ
と
／
非
業
―

災
難
に
よ
っ
て
死
ぬ
こ
と
／
偉
才
―
優
れ
た
才
能
を
持
つ
人
／
埋
骨

処
―
お
骨
を
埋
葬
し
た
場
所
／
孤
忠
―
心
を
同
じ
く
す
る
人
も
な

く
、
た
っ
た
一
人
で
尽
く
す
忠
義
／
順
逆
―
順
序
が
正
し
い
こ
と
と

逆
で
あ
る
こ
と
／
向
誰
論
―
い
っ
た
い
誰
に
訴
え
れ
ば
よ
い
の
か

【
通
釈
】
竹
林
が
生
い
茂
る
急
な
石
段
を
登
り
、
日
中
で
も
薄
暗
い

上
野
介
の
墓
前
に
立
っ
た
。

薩
長
史
観
の
下
、
逆
賊
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
、
罪
な
く
し
て
烏
川

の
辺
で
斬
首
さ
れ
た
。
た
っ
た
一
人
で
幕
府
に
忠
義
を
尽
く
し
、
何

が
正
し
く
何
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
、
い
っ
た
い
誰
に
訴
え
た
ら
よ

い
の
だ
ろ
う
か
（
小
栗
の
数
々
の
功
績
は
、
維
新
政
府
に
よ
っ
て
抹

殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
）。

【
星
俳
句
会

　令
和
八
年
七
月
句
会
】

■
百
合
咲
く
や
高
き
香
り
を
風
に
乗
せ

　
　高
田

　ト
ク

■
み
ど
り
濃
き
妙
義
嶺
水
音
光
る
棚
田

　
　今
井

　陽
子

■
二
千
年
太
古
を
し
の
ぶ
大
賀
蓮

　
　
　
　永
井

　波
江

■
梅
雨
湿
り
億
劫
な
事
ば
か
り
増
え

　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
涼
し
さ
を
ス
イ
ッ
チ
一
つ
が
送
る
風

　須
藤

　禮
子

■
荒
船
山
を
深
あ
く
沈
め
夏
の
霧

　
　
　吉
田

　文
子

■
合
歓
の
花
照
る
日
曇
る
日
風
が
梳
く

　佐
藤

　信
香

■
空
の
青
心
も
晴
ら
し
梅
雨
の
晴

　
　
　工
藤

　初
恵

■
梅
雨
明
け
と
見
紛
ふ
程
の
陽
の
強
さ

　新
井

　笑
子

あ
ら
ふ
ね

す

み
ま
が

お
っ
く
う

み

お
と

て

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

里
見
哲
夫

動
物
達
が
食
害
に
遭
っ
た
植
物

動
物
達
が
食
害
に
遭
っ
た
植
物

　
２
０
２
６
年
（
令
和
８
）
４
月
24

日
付
上
毛
新
聞
に
、「
湖
畔
の
春
彩

る
高
崎
」
と
題
し
た
記
事
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。ス
イ
セ
ン
数
十
万
株
が

サ
ク
ラ
と
同
じ
時
季
に
咲
い
て
い

る
と
の
記
事
で
し
た
。

　
写
真
も
見
事
で
し
た
。こ
れ
だ
け

の
ス
イ
セ
ン
を
よ
く
も
沢
山
植
え

ら
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
申
し
上
げ

ま
す
。足
の
便
さ
え
確
保
出
来
れ
ば

す
ぐ
に
で
も
駆
け
つ
け
て
見
た
い

も
の
と
記
事
を
拝
見
し
ま
し
た
。残

念
な
こ
と
は
高
齢
の
た
め
車
に
乗

れ
な
い
こ
と
で
し
た
。

　
実
は
、
こ
の
よ
う
に
沢
山
の
ス
イ

セ
ン
が
咲
い
て
い
る
の
に
、
動
物
の

被
害
に
関
す
る
こ
と
が
報
道
さ
れ

て
い
な
い
は
不
思
議
で
し
ょ
う
。動

物
た
ち
は
過
去
に
ス
イ
セ
ン
類
を

食
べ
て
大
き
な
食
害
を
受
け
た
苦

い
経
験
を
持
っ
て
い
ま
す
。以
後
、

ス
イ
セ
ン
類
を
食
べ
な
い
事
を
受

け
継
い
で
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。

　
近
年
、
矢
川
地
区
で
シ
カ
の
被
害

が
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
耳
に

し
ま
し
た
。早
速
、
同
僚
に
お
願
い

を
し
ま
し
て
現
地
を
訪
れ
て
み
ま

す
と
、
庭
や
道
端
な
ど
に
ス
イ
セ
ン

が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。庭
に
植

え
ら
れ
て
い
る
植
物
の
状
況
を
観

察
し
ま
し
た
ら
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
等

は
、
食
害
を
防
ぐ
た
め
に
囲
い
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
折
角
の
春
を
楽
し
む
た
め
に
多

く
の
ご
苦
労
が
あ
る
こ
と
を
体
験

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ス
イ
セ

ン
類
の
他
に
ツ
ツ
ジ
類
も
食
害
を

受
け
て
い
ま
せ
ん
。ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

が
花
を
咲
か
せ
て
わ
れ
わ
れ
を
歓

迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
近
く
の
神
津
牧
場
で
は
牧
草
類

の
被
害
に
苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ツ
ツ
ジ
類
は
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。

　
動
物
達
の
出
没
地
域
で
は
、
庭
に

植
え
る
観
賞
用
の
植
物
に
も
多
く

の
ご
苦
労
が
あ
る
こ
と
を
体
験
し

て
き
ま
し
た
。　
　

　
下
仁
田
周
辺
の
山
で
見
ら
れ
る

ツ
ツ
ジ
類
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、
日

当
た
り
の
よ
い
尾
根
な
ど
を
中
心

に
多
く
の
ツ
ツ
ジ
類
が
み
ら
れ
ま

す
。種
名
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
の
で

参
考
に
見
て
く
だ
さ
い
。主
な
も
の

に
コ
メ
ツ
ツ
ジ
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、

ア
カ
ヤ
シ
オ
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
ト

ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
ウ
ラ
ジ
ロ

ヨ
ウ
ラ
ク
、
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
、
ヤ
マ

ツ
ツ
ジ
、
サ
ラ
サ
ド
ウ
ラ
ン
、
ア
セ

ビ
、
ネ
ジ
キ
等
の
多
く
が
見
ら
れ
ま

す
。何
れ
も
、
山
の
日
当
た
り
の
良

い
個
所
に
見
ら
れ
ま
す
。ツ
ツ
ジ
は

陽
樹
で
す
の
で
、
日
陰
に
な
る
と
花

を
付
け
ま
せ
ん
。庭
に
咲
い
て
い
る

ツ
ツ
ジ
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。観
察

を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
動
物
は
ツ
ツ
ジ
の
食
害
を
学
習

ズ
ミ
で
す
。過
去
に
於
い
て
苦
し
い

体
験
を
学
習
し
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
に
ツ
ツ
ジ
を
食
べ
る
こ
と
は
一

切
無
く
な
り
ま
し
た
。ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。動
物
た
ち
は
、
こ
ん
な

智
恵
を
持
っ
て
今
の
自
然
に
接
し

て
い
ま
す
。も
し
も
、
ツ
ツ
ジ
の
食

害
が
目
に
止
ま
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
赤
城
山
、
榛
名
山
、
妙
義
山
等
を

始
め
、
他
の
山
々
や
地
域
で
も
ツ
ツ

ジ
の
食
害
は
一
切
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

従
い
ま
し
て
、
動
物
に
よ
る
食
害
の

多
い
地
域
で
は
、
逆
に
ツ
ツ
ジ
を
植

え
て
地
域
お
こ
し
を
し
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

動
物
は 

ツ
ツ
ジ
被
害 

知
り
つ
く
し

　
被
害
に
遭
わ
ぬ 

智
恵
や
素
晴
ら
し
き

ス
イ
セ
ン
や 

ツ
ツ
ジ
類
に 

害
あ
る
を

　
動
物
た
ち
は 

知
り
つ
く
し
を
る

動
物
の 

出
没
あ
る 

地
域
で
は

　
植
物
管
理 

お
お
仕
事
な
り

紫
の 

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
は 

花
盛
り

　
枝
一
杯
に 

咲
き
誇
り
を
る

食
害
を 

避
け
る
為
に
と 

シ
ャ
ク
ナ
ゲ

　
囲
い
の
中
で 

開
花
を
ま
つ
か

戴
き
し 

料
理
の
味
の 

素
晴
ら
し
さ

　
説
明
受
け
て 

話
の
間
に
と

時
間
す
ぎ 

昼
食
ま
で
も 

頂
き
て

　
な
お
も
続
き
て 

話
聞
き
入
る

初
鳥
屋 

シ
カ
の
出
没 

多
く
な
り

　
食
害
多
く 

対
策
苦
労

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は 

囲
い
の
中
で

　
ひ
っ
そ
り
と

　
　
食
害
逃
れ 

開
花
待
ち
を
る

庭
飾
る 

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
は 

花
盛
り

　
食
害
も
無
く 

客
人
む
か
う

ス
イ
セ
ン
も 

食
害
無
く
て 

各
所
に

　
花
を
咲
か
せ
て 

楽
し
み
多
し

作
物
も 

食
害
多
く 

対
策
に

　
苦
労
や
多
く 

休
む
間
も
無
し

作
物
の 

被
害
す
く
な
を 

願
い
つ
つ

　
見
守
り
多
く 

対
策
如
何
に
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公民館だより公民館だより

著者名
みうらじゅん
米原万里
凪良ゆう他
澤田瞳子
一穂ミチ
柚月裕子

青山美智子
山内マリコ

銀シャリ橋本直
阿川佐和子
中山七里
麻宮　好
伊坂幸太郎
瀬知洋司

池井戸　潤
三浦しをん
なかやみわ
鈴木まもる

フィリス・ゲイシャイトー

著者名
にへいたもつ

小学館
山口未桜
牧野知弘
藤野千夜
小学館

やなせたかし
パク・ジョンウン
パク・ジョンウン

ずいの
八木佳奈

犬山スケッチ
犬山スケッチ
稲葉大樹
宮部みゆき
湊かなえ
辻村深月
中脇初枝

書名
老いるショック大賞

嘘つきアーニャの真っ赤な真実
本屋さんのある街で

金波銀波
たぶん、恋しい
誓いの証言

チョコレート・ピース
陽子さんはお元気ですか？
しゃシャリでてすみません

年とる力
こちら空港警察
女形と修羅

777
となりの小さいおじさん

ブティック
夜の恩寵

くろくんとちいさいしろくん
せんろはつづく　にほんいっしゅう

だいすき　ぎゅっ　ぎゅっ

書名
こ～ちょこちょ

まどあけずかん　マーク
白魔の檻

「外国人不動産」問題
また団地のふたり

ポケモン大図鑑１０２０＋
アンパンマン大図鑑

読まなかったら超危険！？アウトドアのピンチ編
読まなかったら超危険！？日常のピンチ編

税金で買った本 １９
自由研究スイーツ

柴犬ぽんちゃん、今日もわが道を行く
柴犬ぽんちゃん、今日もわが道を行く ②

大江戸フューチャーズ
人・で・なし

王国
ファイア・ドーム 下

愛子さん

公民館図書室 「新刊図書情報」７月に入った新刊図書は次のとおりです。

　公民館図書室では、０歳児から小学生向けの絵本の読み聞かせ等を
開催します。楽しい絵本がいっぱいの図書室を親子でご利用ください。
●期　日　９月１５日（火）
●時　間　午前１０時～（午前の部）午後３時～（午後の部）　
●場　所　下仁田町公民館２階　図書室
※開始時間は目安です。午後の部は午後４時３０分までの間、お声掛けをいただければ対応します。

「絵本の読み聞かせ」開催のお知らせイベントのご案内

図書室掲示板図書室掲示板

　家庭でも手軽にできる美味しいお饅頭を作ります。餡をひとつずつていねいに包んで蒸し器で蒸し上げ
たお饅頭！餡の包み方のコツや見た目の美しさ、美味しさの秘訣をプロから学びましょう。
●期　日　１０月２日（金）　
●時　間　午後１時３０分（１０分前には集合してください）～午後３時３０分
●場　所　下仁田町公民館　２階　栄養学習室
●対　象　成人
●定　員　２０名（先着順）
●講　師　山田勉さん（本宿）
●材料代　５００円
●持ち物　エプロン・三角巾
●募集期間　９月１日（火）～
●問い合わせ先・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

お饅頭作り教室　参加者募集！お饅頭作り教室　参加者募集！うん？なに これ うますぎる！うん？なに これ うますぎる！

　７月４日（土）～５日（日）に第４９回全日本おかあさん
コーラス関東支部大会が、栃木県の宇都宮市文化会館で開
催されました。この大会は関東６県と静岡・山梨・新潟県の各
代表が、２日間で９０団体出場する大きな大会です。同響会
は群馬県代表として、４日（土）に出場し、見事、優良賞を受賞
することができました。
　同響会は、群馬県でも歴史ある合唱団で、今年で５４年目
を迎えます。歌を愛する仲間が、茂木公代先生のご指導の
下、日々練習に励んでおり、今回優良賞をいただくことができ
ました。当日の審査員の先生方の講評として、沢山のお褒め
の言葉もいただきました。これからも更なる技術の向上と、より温かみのある仲間同士の交流を目指して、練
習に励んでいきたいと思います。

祝　同響会が関東大会で優良賞を受賞祝　同響会が関東大会で優良賞を受賞

練って・包んで・蒸し上げて練って・包んで・蒸し上げて

下仁田町公式 SNSについて 電子申請について

●下仁田町
公式Facebookページ
https://www.facebook.
com/shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町
公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/
shimonita_town
アカウント名:
@shimonita_town

●下仁田町
LINEアカウント
@shimonita

インターネット上で町の手続き
の一部が申請できます。
●URL
https://www.town.
shimonita.lg.jp/
m06/m06/m20/
index.html

　
１０
月
１
日
㈭
か
ら
、
通

報
者
と
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
が
映
像
で
災
害
現
場

の
状
況
を
共
有
で
き
る
通

報
シ
ス
テ
ム
「
Ｌ
ｉｖｅ
１

１
９
」
の
運
用
を
開
始
し

ま
す
。
１
１
９
番
通
報
の

際
、
言
葉
だ
け
の
や
り
取

り
で
は
状
況
把
握
が
難
し
い

場
合
に
、
通
報
者
へ
映
像

送
信
の
協
力
依
頼
と
操
作

手
順
を
案
内
し
ま
す
。

　
映
像
か
ら
状
況
を
確
認

し
、
災
害
現
場
で
の
迅
速

か
つ
的
確
な
活
動
に
役
立
て

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

た
か
さ
き
消
防
共
同

指
令
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
３
８
４
―
８
７

７
７ ス

マ
ホ
を
活
用
し
た

1
1
9
番

映
像
通
報
シ
ス
テ
ム

「
L
i
v
e

　  

1
1
9
」の

運
用
を
開
始
し
ま
す

●
町
長
交
際
費
と
は
　町
政
の
円

滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代

表
し
て
行
う
個
人
ま
た
は
団
体
と

の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
す
。

「
下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規

程
」
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公
開

し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

3

7月21日

7月27日

慶祝

協賛

その他

支出内容支出日

(7月分) 令和8年度 町長交際費 (単位:円)

支出区分

７月分　計

支出金額

群馬県市町村職員年金者連盟定期総会 御祝

非核平和行進(富岡甘楽平和運動実行委員会)激励

手土産代等4件

5,000

5,000

25,152

35,152

令和8年
第502号公民館だより 下仁田町公民館

☎82-3535
下仁田町公民館
☎82-3535

8広
報しもにた9 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



公民館だより公民館だより

著者名
みうらじゅん
米原万里
凪良ゆう他
澤田瞳子
一穂ミチ
柚月裕子

青山美智子
山内マリコ

銀シャリ橋本直
阿川佐和子
中山七里
麻宮　好
伊坂幸太郎
瀬知洋司

池井戸　潤
三浦しをん
なかやみわ
鈴木まもる

フィリス・ゲイシャイトー

著者名
にへいたもつ

小学館
山口未桜
牧野知弘
藤野千夜
小学館

やなせたかし
パク・ジョンウン
パク・ジョンウン

ずいの
八木佳奈

犬山スケッチ
犬山スケッチ
稲葉大樹
宮部みゆき
湊かなえ
辻村深月
中脇初枝

書名
老いるショック大賞

嘘つきアーニャの真っ赤な真実
本屋さんのある街で

金波銀波
たぶん、恋しい
誓いの証言

チョコレート・ピース
陽子さんはお元気ですか？
しゃシャリでてすみません

年とる力
こちら空港警察
女形と修羅

777
となりの小さいおじさん

ブティック
夜の恩寵

くろくんとちいさいしろくん
せんろはつづく　にほんいっしゅう

だいすき　ぎゅっ　ぎゅっ

書名
こ～ちょこちょ

まどあけずかん　マーク
白魔の檻

「外国人不動産」問題
また団地のふたり

ポケモン大図鑑１０２０＋
アンパンマン大図鑑

読まなかったら超危険！？アウトドアのピンチ編
読まなかったら超危険！？日常のピンチ編

税金で買った本 １９
自由研究スイーツ

柴犬ぽんちゃん、今日もわが道を行く
柴犬ぽんちゃん、今日もわが道を行く ②

大江戸フューチャーズ
人・で・なし

王国
ファイア・ドーム 下

愛子さん

公民館図書室 「新刊図書情報」７月に入った新刊図書は次のとおりです。

　公民館図書室では、０歳児から小学生向けの絵本の読み聞かせ等を
開催します。楽しい絵本がいっぱいの図書室を親子でご利用ください。
●期　日　９月１５日（火）
●時　間　午前１０時～（午前の部）午後３時～（午後の部）　
●場　所　下仁田町公民館２階　図書室
※開始時間は目安です。午後の部は午後４時３０分までの間、お声掛けをいただければ対応します。

「絵本の読み聞かせ」開催のお知らせイベントのご案内

図書室掲示板図書室掲示板

　家庭でも手軽にできる美味しいお饅頭を作ります。餡をひとつずつていねいに包んで蒸し器で蒸し上げ
たお饅頭！餡の包み方のコツや見た目の美しさ、美味しさの秘訣をプロから学びましょう。
●期　日　１０月２日（金）　
●時　間　午後１時３０分（１０分前には集合してください）～午後３時３０分
●場　所　下仁田町公民館　２階　栄養学習室
●対　象　成人
●定　員　２０名（先着順）
●講　師　山田勉さん（本宿）
●材料代　５００円
●持ち物　エプロン・三角巾
●募集期間　９月１日（火）～
●問い合わせ先・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

お饅頭作り教室　参加者募集！お饅頭作り教室　参加者募集！うん？なに これ うますぎる！うん？なに これ うますぎる！

　７月４日（土）～５日（日）に第４９回全日本おかあさん
コーラス関東支部大会が、栃木県の宇都宮市文化会館で開
催されました。この大会は関東６県と静岡・山梨・新潟県の各
代表が、２日間で９０団体出場する大きな大会です。同響会
は群馬県代表として、４日（土）に出場し、見事、優良賞を受賞
することができました。
　同響会は、群馬県でも歴史ある合唱団で、今年で５４年目
を迎えます。歌を愛する仲間が、茂木公代先生のご指導の
下、日々練習に励んでおり、今回優良賞をいただくことができ
ました。当日の審査員の先生方の講評として、沢山のお褒め
の言葉もいただきました。これからも更なる技術の向上と、より温かみのある仲間同士の交流を目指して、練
習に励んでいきたいと思います。

祝　同響会が関東大会で優良賞を受賞祝　同響会が関東大会で優良賞を受賞

練って・包んで・蒸し上げて練って・包んで・蒸し上げて

下仁田町公式 SNSについて 電子申請について

●下仁田町
公式Facebookページ
https://www.facebook.
com/shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町
公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/
shimonita_town
アカウント名:
@shimonita_town

●下仁田町
LINEアカウント
@shimonita

インターネット上で町の手続き
の一部が申請できます。
●URL
https://www.town.
shimonita.lg.jp/
m06/m06/m20/
index.html

　
１０
月
１
日
㈭
か
ら
、
通

報
者
と
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
が
映
像
で
災
害
現
場

の
状
況
を
共
有
で
き
る
通

報
シ
ス
テ
ム
「
Ｌ
ｉｖｅ
１

１
９
」
の
運
用
を
開
始
し

ま
す
。
１
１
９
番
通
報
の

際
、
言
葉
だ
け
の
や
り
取

り
で
は
状
況
把
握
が
難
し
い

場
合
に
、
通
報
者
へ
映
像

送
信
の
協
力
依
頼
と
操
作

手
順
を
案
内
し
ま
す
。

　
映
像
か
ら
状
況
を
確
認

し
、
災
害
現
場
で
の
迅
速

か
つ
的
確
な
活
動
に
役
立
て

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

た
か
さ
き
消
防
共
同

指
令
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
３
８
４
―
８
７

７
７ ス

マ
ホ
を
活
用
し
た

1
1
9
番

映
像
通
報
シ
ス
テ
ム

「
L
i
v
e

　  

1
1
9
」の

運
用
を
開
始
し
ま
す

●
町
長
交
際
費
と
は
　町
政
の
円

滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代

表
し
て
行
う
個
人
ま
た
は
団
体
と

の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
す
。

「
下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規

程
」
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公
開

し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

3

7月21日

7月27日

慶祝

協賛

その他

支出内容支出日

(7月分) 令和8年度 町長交際費 (単位:円)

支出区分

７月分　計

支出金額

群馬県市町村職員年金者連盟定期総会 御祝

非核平和行進(富岡甘楽平和運動実行委員会)激励

手土産代等4件

5,000

5,000

25,152

35,152

令和8年
第502号公民館だより 下仁田町公民館

☎82-3535
下仁田町公民館
☎82-3535

8広
報しもにた9 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



富
岡
会
場
…
富
岡
市
役
所
議
会
棟

（
富
岡
市
富
岡
）

●
内
容

　
不
動
産
鑑
定
士
が
、
土
地
・
建

物
価
格
や
地
代
、
家
賃
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
地
域
創
生
課

☎
０
２
７―

２
２
６―

２
３
６
６

（
公
社
）
群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
２
７―

２
４
３―

３
０
７
７

　
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
て
い
る
給
食

を
、
町
民
の
皆
様
に
も
体
験
し
て
い

た
だ
く
機
会
で
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス

や
地
元
食
材
への
こ
だ
わ
り
を
、
ぜ
ひ

実
際
に
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

●
日
時

１０
月
30
日
（
金
）

午
前
１１
時
か
ら
１
時
間
程
度

●
場
所
　下
仁
田
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
２
階
会
議
室

●
定
員
　１５
名
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　試
食
代
４
０
０
円

●
内
容
　施
設
見
学
、
学
校
給
食

概
要
説
明
、
レ
シ
ピ
紹
介
、
試
食
等

●
申
込
期
間

９
月
７
日
（
月
）
午
前
８
時
か
ら

10
月
23
日
（
金
）
午
後
４
時
ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
申
込
方
法

下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
込

●
日
時
　
毎
月
第一火
曜
日（
祝
日
等

の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

９
月
１
日
・
10
月
６
日
午
前
９
時
〜

１2
時
（
受
付
は
11
時
30
分
ま
で
）

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等
への

苦
情
や
意
見
、要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
苦
情
や
困
り
ご
と
※

相
談
は
無
料
で
、秘
密
も
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応

じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
１7
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

　
屋
外
広
告
物
（
看
板
・は
り
紙
等
）

は
、
広
報
・
宣
伝
活
動
の
ひ
と
つ
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

ま
ち
を
活
気
づ
け
る
手
段
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
屋
外
広
告
物

は
景
観
の一部
を
形
成
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
美
し
い
ま
ち
な
み
と
の
調
和

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
表
示
す
る
に

は
許
可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
安
全

の
た
め
に
、
許
可
更
新
時
の
ほ
か
、

定
期
的
（
年
１
回
程
度
）
な
点
検
と

し
て
、
近
接
目
視
点
検
以
外
に
打
診

点
検
も
加
え
て
行
って
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
建
設
水
道
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
水
道
課
・
管
理
係

☎
64
―
８
８
０
７
（
直
通
）

　　
令
和
８
年
９
月
２４
日（
木
）に
国

税
シ
ス
テ
ム
の
更
改
を
行
う
た
め
、

次
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
中
は
、ｅ
―
Ｔａｘ

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

・９
月
１９
日（
土
）０
時
〜
２４
日（
木
）

８
時
３０
分

・９
月
２６
日（
土
）０
時
〜
２４
時

　
ま
た
、シ
ス
テ
ム
更
改
に
伴
い
、申
告

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分
に

☎
０
５
７
０―

０
０
３―

１
１
０
ま
で

「
法
の
日
」
を
記
念
し
て
、
群
馬
弁

護
士
会
に
よ
る
無
料
の
法
律
相
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

先
着
１２
組
限
定
の
予
約
制
（
１
組
３０

分
以
内
）
で
す
。

●
日
時
　

１０
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　
相
談
室
他

●
ご
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
内
線
３
０
２
）

　
不
動
産
・
金
銭
の
貸
し
借
り
や
夫

婦
・
親
子
関
係
、
遺
産
相
続
な
ど
の

家
庭
内
の
も
め
事
な
ど
で
困
って
い
る

人
の
た
め
に
、
無
料
の
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

●
日
時
　
９
月
19
日
（
土
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分

●
場
所
　
高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
高
崎
市
末
広
町
１
１
５
―
１
）

相
談
担
当
者
　
裁
判
所
調
停
委
員

（
民
事
・
家
事
）・
弁
護
士

●
問
い
合
わ
せ
先

高
崎
調
停
協
会
（
前
橋
地
方
・
家

庭
裁
判
所
高
崎
支
部
内
）

☎
０
２
７
―
３
２
２
―
３
５
４
１

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
９
月
25

日
（
金
）
の
午
後
、
小
児
科
医
師
が

不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院
　
☎
82
―
３
５
５
５

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

９
月
１
日
・
10
月
６
日
午
前
１０
時
〜

１２
時
（
受
付
は
11
時
30
分
ま
で
）

※

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所

公
民
館
３
階 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養
育

費
の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な
ど

の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き
に

関
す
る
こ
と
。

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

し
て
２
週
間
以
内

●
届
出
先

売
買
し
た
土
地
の
所
在
す
る
市
役

所
・
町
村
役
場

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
地
域
創
生
課

☎
０
２
７―

２
２
６―

２
３
６
６

企
画
課

☎
６４―

８
８
０
６

　
土
地
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
や

経
済
活
動
に
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
資

源
で
す
。
皆
さ
ん
に
土
地
へ
の
関
心

と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
10
月
は
「
土
地
月
間
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、群
馬
県
と
（
公

社
）
群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
で

は
、
県
内
10
会
場
で
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
土
地
の
価
格
な
ど
で

お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
１０
月
１
日
（
木
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
会
場

前
橋
会
場
…
前
橋
市
役
所
議
会
庁

舎
（
前
橋
市
大
手
町
）

高
崎
会
場
…
高
崎
市
役
所
（
高
崎

市
高
松
町
）

藤
岡
会
場
…
藤
岡
市
役
所
（
藤
岡

市
中
栗
須
）

書
や
納
付
書
な
ど
の
様
式
変
更
、税
務

署
か
ら
送
付
さ
れ
る
通
知
等
へ
の「
お

問
い
合
わ
せ
番
号（
１３
桁
）」の
表
示
、

ｅ
―
Ｔａｘ
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
の
変
更
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。詳
し
く
は
、国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
税
務
署
　
☎
６３
―
２
２
３
５

※

自
動
音
声
案
内
で
２
番
を
選
択

　一定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ

た
場
合
に
は
、
買
主
は
市
町
村
を
経

由
し
て
県
知
事
あ
て
に
届
出
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
出
が
必
要
な
面
積

○
市
街
化
区
域
内

２
，
０
０
０
㎡
以
上

○
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内

５
，
０
０
０
㎡
以
上

○
都
市
計
画
区
域
外

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上

●
届
出
期
間

売
買
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算

公
証
相
談

み
い
た
だ
く
か
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

で
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
献
立
内
容
　
　
　

カ
レ
ー
ピ
ラ
フ
・
チ
キ
ン
と
マ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
の
ド
リ
ア
風・花
野
菜
サ
ラ
ダ
・

か
ぼ
ち
ゃ
プ
リ
ン
・
牛
乳

※
献
立
内
容
は
変
更
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
82
―
２
５
４
２

●
日
時

10
月
10
日
〜
12
月
５
日
、
毎
週
土
曜

日
（
全
8
回
）
午
後
1
時
か
ら
2
時

30
分
ま
で

●
場
所
　
も
み
じ
平
総
合
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

●
対
象
者
　
次
の
①
お
よ
び
②
に
該

当
す
る
人

①
富
岡
市
、
甘
楽
郡
に
在
住
在
勤
の
人

②
18
歳
以
上
の
テ
ニ
ス
初
心
者

●
費
用
　
5
千
円
（
初
回
に
会
場
で

支
払
い
）

●
定
員
　
先
着
12
名

●
持
ち
物
　
ラ
ケ
ッ
ト
（
貸
し
出
し

用
も
あ
り
ま
す
）、
運
動
で
き
る
靴
、

飲
み
物

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
市
テ
ニ
ス
協
会
　
赤
岩

☎
０
９
０―

８
０
１
０―

５
７
３
０

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

学
校
給
食
試
食
会
を

開
催
し
ま
す

基
礎
か
ら
学
ぶ
　

初
心
者
テ
ニ
ス
講
習
会

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

土
地
売
買
等
届
出
書
）

１０
月
は
土
地
月
間
で
す

１０
会
場
で
土
地
価
格
な
ど
の

無
料
相
談
会
を
開
催

●試験区分
警察官Ｂ（男・女）
第２回警察官 A（男・女）
●受験資格
平成４年４月２日～平成２０年４月１日までに
生まれた人（大学卒業以外）
平成４年４月２日以降に生まれた人で
大学を卒業した人

（卒業見込みを含む）
●受付期間
７月１１日（金）から８月１２日（火）までの間
●試験日
第一次試験日
９月２１日（日）
●最終合格発表
１２月１２日（金）
●採用予定日
令和８年４月１日

行
政
相
談・心
配
ご
と
相
談

人
権
相
談

無
料
法
律
相
談
会

調
停
相
談
会
の
お
知
ら
せ

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
！

屋
外
広
告
物
は
許
可
を

必
ず
得
て
く
だ
さ
い
。

e
-T
a
x
を
ご
利
用
い
た
だ

け
な
い
期
間
の
お
知
ら
せ

富
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

国税庁HP
（国税システムの更改）

e-Tax HP

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

10広
報しもにた11 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



富
岡
会
場
…
富
岡
市
役
所
議
会
棟

（
富
岡
市
富
岡
）

●
内
容

　
不
動
産
鑑
定
士
が
、
土
地
・
建

物
価
格
や
地
代
、
家
賃
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
地
域
創
生
課

☎
０
２
７―

２
２
６―

２
３
６
６

（
公
社
）
群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
２
７―

２
４
３―

３
０
７
７

　
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
て
い
る
給
食

を
、
町
民
の
皆
様
に
も
体
験
し
て
い

た
だ
く
機
会
で
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス

や
地
元
食
材
への
こ
だ
わ
り
を
、
ぜ
ひ

実
際
に
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

●
日
時

１０
月
30
日
（
金
）

午
前
１１
時
か
ら
１
時
間
程
度

●
場
所
　下
仁
田
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
２
階
会
議
室

●
定
員
　１５
名
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　試
食
代
４
０
０
円

●
内
容
　施
設
見
学
、
学
校
給
食

概
要
説
明
、
レ
シ
ピ
紹
介
、
試
食
等

●
申
込
期
間

９
月
７
日
（
月
）
午
前
８
時
か
ら

10
月
23
日
（
金
）
午
後
４
時
ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
申
込
方
法

下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
込

●
日
時
　
毎
月
第一火
曜
日（
祝
日
等

の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

９
月
１
日
・
10
月
６
日
午
前
９
時
〜

１2
時
（
受
付
は
11
時
30
分
ま
で
）

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等
への

苦
情
や
意
見
、要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
苦
情
や
困
り
ご
と

※

相
談
は
無
料
で
、秘
密
も
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応

じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
１7
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

　
屋
外
広
告
物
（
看
板
・は
り
紙
等
）

は
、
広
報
・
宣
伝
活
動
の
ひ
と
つ
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

ま
ち
を
活
気
づ
け
る
手
段
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
屋
外
広
告
物

は
景
観
の一部
を
形
成
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
美
し
い
ま
ち
な
み
と
の
調
和

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
表
示
す
る
に

は
許
可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
安
全

の
た
め
に
、
許
可
更
新
時
の
ほ
か
、

定
期
的
（
年
１
回
程
度
）
な
点
検
と

し
て
、
近
接
目
視
点
検
以
外
に
打
診

点
検
も
加
え
て
行
って
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
建
設
水
道
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
水
道
課
・
管
理
係

☎
64
―
８
８
０
７
（
直
通
）

　　
令
和
８
年
９
月
２４
日（
木
）に
国

税
シ
ス
テ
ム
の
更
改
を
行
う
た
め
、

次
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
中
は
、ｅ
―
Ｔａｘ

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

・９
月
１９
日（
土
）０
時
〜
２４
日（
木
）

８
時
３０
分

・９
月
２６
日（
土
）０
時
〜
２４
時

　
ま
た
、シ
ス
テ
ム
更
改
に
伴
い
、申
告

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分
に

☎
０
５
７
０―

０
０
３―

１
１
０
ま
で

「
法
の
日
」
を
記
念
し
て
、
群
馬
弁

護
士
会
に
よ
る
無
料
の
法
律
相
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

先
着
１２
組
限
定
の
予
約
制
（
１
組
３０

分
以
内
）
で
す
。

●
日
時
　

１０
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　
相
談
室
他

●
ご
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
内
線
３
０
２
）

　
不
動
産
・
金
銭
の
貸
し
借
り
や
夫

婦
・
親
子
関
係
、
遺
産
相
続
な
ど
の

家
庭
内
の
も
め
事
な
ど
で
困
って
い
る

人
の
た
め
に
、
無
料
の
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

●
日
時
　
９
月
19
日
（
土
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分

●
場
所
　
高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
高
崎
市
末
広
町
１
１
５
―
１
）

相
談
担
当
者
　
裁
判
所
調
停
委
員

（
民
事
・
家
事
）・
弁
護
士

●
問
い
合
わ
せ
先

高
崎
調
停
協
会
（
前
橋
地
方
・
家

庭
裁
判
所
高
崎
支
部
内
）

☎
０
２
７
―
３
２
２
―
３
５
４
１

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
９
月
25

日
（
金
）
の
午
後
、
小
児
科
医
師
が

不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院
　
☎
82
―
３
５
５
５

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

９
月
１
日
・
10
月
６
日
午
前
１０
時
〜

１２
時
（
受
付
は
11
時
30
分
ま
で
）

※

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所

公
民
館
３
階 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養
育

費
の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な
ど

の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き
に

関
す
る
こ
と
。

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

し
て
２
週
間
以
内

●
届
出
先

売
買
し
た
土
地
の
所
在
す
る
市
役

所
・
町
村
役
場

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
地
域
創
生
課

☎
０
２
７―

２
２
６―

２
３
６
６

企
画
課

☎
６４―

８
８
０
６

　
土
地
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
や

経
済
活
動
に
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
資

源
で
す
。
皆
さ
ん
に
土
地
へ
の
関
心

と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
10
月
は
「
土
地
月
間
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、群
馬
県
と
（
公

社
）
群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
で

は
、
県
内
10
会
場
で
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
土
地
の
価
格
な
ど
で

お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
１０
月
１
日
（
木
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
会
場

前
橋
会
場
…
前
橋
市
役
所
議
会
庁

舎
（
前
橋
市
大
手
町
）

高
崎
会
場
…
高
崎
市
役
所
（
高
崎

市
高
松
町
）

藤
岡
会
場
…
藤
岡
市
役
所
（
藤
岡

市
中
栗
須
）

書
や
納
付
書
な
ど
の
様
式
変
更
、税
務

署
か
ら
送
付
さ
れ
る
通
知
等
へ
の「
お

問
い
合
わ
せ
番
号（
１３
桁
）」の
表
示
、

ｅ
―
Ｔａｘ
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
の
変
更
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。詳
し
く
は
、国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
税
務
署
　
☎
６３
―
２
２
３
５

※

自
動
音
声
案
内
で
２
番
を
選
択

　一定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ

た
場
合
に
は
、
買
主
は
市
町
村
を
経

由
し
て
県
知
事
あ
て
に
届
出
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
出
が
必
要
な
面
積

○
市
街
化
区
域
内

２
，
０
０
０
㎡
以
上

○
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内

５
，
０
０
０
㎡
以
上

○
都
市
計
画
区
域
外

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上

●
届
出
期
間

売
買
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算

公
証
相
談

み
い
た
だ
く
か
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

で
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
献
立
内
容
　
　
　

カ
レ
ー
ピ
ラ
フ
・
チ
キ
ン
と
マ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
の
ド
リ
ア
風・花
野
菜
サ
ラ
ダ
・

か
ぼ
ち
ゃ
プ
リ
ン
・
牛
乳

※
献
立
内
容
は
変
更
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
82
―
２
５
４
２

●
日
時

10
月
10
日
〜
12
月
５
日
、
毎
週
土
曜

日
（
全
8
回
）
午
後
1
時
か
ら
2
時

30
分
ま
で

●
場
所
　
も
み
じ
平
総
合
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

●
対
象
者
　
次
の
①
お
よ
び
②
に
該

当
す
る
人

①
富
岡
市
、
甘
楽
郡
に
在
住
在
勤
の
人

②
18
歳
以
上
の
テ
ニ
ス
初
心
者

●
費
用
　
5
千
円
（
初
回
に
会
場
で

支
払
い
）

●
定
員
　
先
着
12
名

●
持
ち
物
　
ラ
ケ
ッ
ト
（
貸
し
出
し

用
も
あ
り
ま
す
）、
運
動
で
き
る
靴
、

飲
み
物

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
市
テ
ニ
ス
協
会
　
赤
岩

☎
０
９
０―

８
０
１
０―

５
７
３
０

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

学
校
給
食
試
食
会
を

開
催
し
ま
す

基
礎
か
ら
学
ぶ
　

初
心
者
テ
ニ
ス
講
習
会

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

土
地
売
買
等
届
出
書
）

１０
月
は
土
地
月
間
で
す

１０
会
場
で
土
地
価
格
な
ど
の

無
料
相
談
会
を
開
催

●試験区分
警察官Ｂ（男・女）
第２回警察官 A（男・女）
●受験資格
平成４年４月２日～平成２０年４月１日までに
生まれた人（大学卒業以外）
平成４年４月２日以降に生まれた人で
大学を卒業した人

（卒業見込みを含む）
●受付期間
７月１１日（金）から８月１２日（火）までの間
●試験日
第一次試験日
９月２１日（日）
●最終合格発表
１２月１２日（金）
●採用予定日
令和８年４月１日

行
政
相
談・心
配
ご
と
相
談

人
権
相
談

無
料
法
律
相
談
会

調
停
相
談
会
の
お
知
ら
せ

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
！

屋
外
広
告
物
は
許
可
を

必
ず
得
て
く
だ
さ
い
。

e
-T
a
x
を
ご
利
用
い
た
だ

け
な
い
期
間
の
お
知
ら
せ

富
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

国税庁HP
（国税システムの更改）

e-Tax HP

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

10広
報しもにた11 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

●
日
時
　
１０
月
２６
日（
月
）

午
前
８
時
３０
分
ス
タ
ー
ト

●
会
場
　
下
仁
田
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
参
加
資
格

下
仁
田
町
在
住・在
勤
者

●
参
加
費

１
，０
０
０
円（
大
会
当
日・町
事
務

局
の
受
付
時
に
納
入
）

●
プ
レ
ー
代

８
，８
０
０
円（
食
事
付
）

●
募
集
人
数
　
４０
名

●
申
込
方
法

左
記
の
２
次
元
コ
ー
ド
又
は
所
定
の

申
込
用
紙（
教
育
課
窓
口
）に
て

お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
期
限・提
出
先

１０
月
１６
日（
金
）教
育
課
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
生
涯
学
習
係（
体
協
事
務

局
）☎
82
―
２
１
１
５
　
　

第
７９
回

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

第
７９
回

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

租
税
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

租
税
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

小学校の様子

中学校の様子（グループワーク）「通路を彩る切り絵の数 （々昨年の展示風景）」

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

　
下
仁
田
小
学
校
と
下
仁
田
中
学

校
で
、富
岡
甘
楽
租
税
教
育
推
進
協

議
会
主
催
の
租
税
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
小
学
校
に
は
６
月
１８
日（
木
）に
下

仁
田
青
色
申
告
会
会
長
が
講
師
と

し
て
訪
問
し
、６
年
生
１５
名
を
対
象

に
、動
画
や
ク
イ
ズ
な
ど
を
通
し
て
、

税
の
役
割
や
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、中
学
校
に
は
７
月
１
日

（
水
）に
役
場
住
民
税
務
課
職
員
が

講
師
と
し
て
訪
問
し
、３
年
生
２３
名

を
対
象
に
、「
公
平
な
税
の
集
め
方
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や

町
の
予
算
な
ど
の
説
明
を
通
し
て
、

税
への
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

住
民
税
務
課
税
務
係

☎
82
―
２
１
１
３（
直
通
）

下
仁
田
町
福
祉
作
業
所
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
切
り
絵 

作
品
展
」
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
町
福
祉
作
業
所
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
切
り
絵 

作
品
展
」
の
お
知
ら
せ

　
９
月
の「
知
的
障
害
者
福
祉
月
間

」に
合
わ
せ
て
、下
仁
田
町
福
祉
作

業
所
に
通
う
皆
さ
ん
が
、コ
ツ
コ
ツ
と

頑
張
って
作
り
上
げ
た「
切
り
絵
」の

作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。皆
さ
ん
の

思
い
が
こ
も
っ
た
素
晴
ら
し
い
作
品

を
多
数
展
示
い
た
し
ま
す
。

　
作
品
を
通
じ
て
、障
害
の
あ
る

方
へ々の
理
解
を
深
め
、誰
も
が
暮
ら

し
や
す
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て一緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。役
場
に
お
立

ち
寄
り
の
際
は
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
開
催
概
要

○
展
示
期
間
　
９
月
８
日（
火
曜

日
）か
ら
　
９
月
末
日
ま
で

○
展
示
場
所
　
下
仁
田
町
役
場
　

本
庁
舎
　
中
央
通
路

　
６
月
２１
日（
日
）に
体
協

山
岳
部
が
主
催
し
た
ハ
イ

キ
ン
グ
に
は
２４
名
が
参
加

し
、
長
野
県
の
入
笠
山
に

行
って
き
ま
し
た
。入
笠
山

は
眺
望
の
ほ
か
、
植
物
観

察
が
楽
し
め
る
人
気
の
山

で
す
。

　
晴
天
で
あ
れ
ば
頂
上
か

ら
３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
絶

景
を
望
め
ま
す
が
、
前
日

か
ら
降
り
続
い
た
雨
の
影

響
も
あ
り
、
残
念
な
が
ら

富
士
山
を
始
め
数
多
の
名

峰
は
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

第
58
回
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ 
入
笠
山

第
58
回
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ 
入
笠
山

第
72
回
町
内
対
抗
野
球

町
予
選
会
結
果

第
72
回
町
内
対
抗
野
球

町
予
選
会
結
果

　
８
月
２
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
町

内
対
抗
野
球
大
会
は
下
仁
田
チ
ー
ム

が
勝
利
し
ま
し
た
。

　
下
仁
田
チ
ー
ム
は
８
月
２３
日
に
開

催
さ
れ
る
郡
の
予
選
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

青
　
倉

小
　
坂

下
仁
田

馬
　
山

21 3 4

3

棄権

22 1X 0
①
8：05

②
10：10

　
8
月
19
日
に
満
1
0
0
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
た
黛
よ
し
の
様

に
、
町
か
ら
慶
祝
状
、
祝
金
な
ど
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。長
寿
の
秘
訣
は

「
好
き
嫌
い
せ
ず
に
何
で
も
食
べ
る

こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。毎
日
新
聞
を

読
む
こ
と
が
日
課
と
の
こ
と
で
し

た
。今
後
と
も
ご
自
愛
い
た
だ
き
ご

長
寿
を
重
ね
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

百
寿
御
祝
　黛
　よ
し
の 

様
（
西
牧
）

百
寿
御
祝
　黛
　よ
し
の 

様
（
西
牧
）

　
町
で
は
、
有
効
に
水
道
水
を
使
用
す
る
た
め
に
水
道
管
の
漏
水
調
査
を
業

務
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。
対
象
地
区
の
本
管
埋
設
位
置・各
戸
の
水
道
メ
ー

タ
ー
ま
で
の
配
管
に
つ
い
て
委
託
業
者
が
伺
い
調
査
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
調
査
期
間
　
９
月
〜
来
年
３
月
末
日（
内
３０
日
間
程
度
）　

●
調
査
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
宅
地
内・道
路
内
）

午
後
10
時
〜
午
前
５
時
（
道
路
内
）

●
対
象
地
区
　
下
仁
田
町
大
字
青
倉・大
桑
原・宮
室・風
口・下
郷
地
内

●
委
託
業
者
　
㈱
サ
ン
ス
イ
　
北
関
東
支
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
調
査
員
の
確
認
は
身
分
証
明
証
（
発
行
者
の
確
認
）
の
提
示
を
求
め
る
か

水
道
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

●
調
査
費
用
　
無
料（
調
査
に
関
す
る
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
）

●
問
い
合
わ
せ
先
　
建
設
水
道
課
水
道
係
　
☎
64
―
８
８
０
８

漏
水
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

13 12下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

●
日
時
　
１０
月
２６
日（
月
）

午
前
８
時
３０
分
ス
タ
ー
ト

●
会
場
　
下
仁
田
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
参
加
資
格

下
仁
田
町
在
住・在
勤
者

●
参
加
費

１
，０
０
０
円（
大
会
当
日・町
事
務

局
の
受
付
時
に
納
入
）

●
プ
レ
ー
代

８
，８
０
０
円（
食
事
付
）

●
募
集
人
数
　
４０
名

●
申
込
方
法

左
記
の
２
次
元
コ
ー
ド
又
は
所
定
の

申
込
用
紙（
教
育
課
窓
口
）に
て

お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
期
限・提
出
先

１０
月
１６
日（
金
）教
育
課
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
生
涯
学
習
係（
体
協
事
務

局
）☎
82
―
２
１
１
５
　
　

第
７９
回

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

第
７９
回

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

租
税
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

租
税
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

小学校の様子

中学校の様子（グループワーク）「通路を彩る切り絵の数 （々昨年の展示風景）」

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

　
下
仁
田
小
学
校
と
下
仁
田
中
学

校
で
、富
岡
甘
楽
租
税
教
育
推
進
協

議
会
主
催
の
租
税
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
小
学
校
に
は
６
月
１８
日（
木
）に
下

仁
田
青
色
申
告
会
会
長
が
講
師
と

し
て
訪
問
し
、６
年
生
１５
名
を
対
象

に
、動
画
や
ク
イ
ズ
な
ど
を
通
し
て
、

税
の
役
割
や
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、中
学
校
に
は
７
月
１
日

（
水
）に
役
場
住
民
税
務
課
職
員
が

講
師
と
し
て
訪
問
し
、３
年
生
２３
名

を
対
象
に
、「
公
平
な
税
の
集
め
方
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や

町
の
予
算
な
ど
の
説
明
を
通
し
て
、

税
への
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

住
民
税
務
課
税
務
係

☎
82
―
２
１
１
３（
直
通
）

下
仁
田
町
福
祉
作
業
所
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
切
り
絵 

作
品
展
」
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
町
福
祉
作
業
所
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
切
り
絵 

作
品
展
」
の
お
知
ら
せ

　
９
月
の「
知
的
障
害
者
福
祉
月
間

」に
合
わ
せ
て
、下
仁
田
町
福
祉
作

業
所
に
通
う
皆
さ
ん
が
、コ
ツ
コ
ツ
と

頑
張
って
作
り
上
げ
た「
切
り
絵
」の

作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。皆
さ
ん
の

思
い
が
こ
も
っ
た
素
晴
ら
し
い
作
品

を
多
数
展
示
い
た
し
ま
す
。

　
作
品
を
通
じ
て
、障
害
の
あ
る

方
へ々の
理
解
を
深
め
、誰
も
が
暮
ら

し
や
す
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て一緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。役
場
に
お
立

ち
寄
り
の
際
は
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
開
催
概
要

○
展
示
期
間
　
９
月
８
日（
火
曜

日
）か
ら
　
９
月
末
日
ま
で

○
展
示
場
所
　
下
仁
田
町
役
場
　

本
庁
舎
　
中
央
通
路

　
６
月
２１
日（
日
）に
体
協

山
岳
部
が
主
催
し
た
ハ
イ

キ
ン
グ
に
は
２４
名
が
参
加

し
、
長
野
県
の
入
笠
山
に

行
って
き
ま
し
た
。入
笠
山

は
眺
望
の
ほ
か
、
植
物
観

察
が
楽
し
め
る
人
気
の
山

で
す
。

　
晴
天
で
あ
れ
ば
頂
上
か

ら
３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
絶

景
を
望
め
ま
す
が
、
前
日

か
ら
降
り
続
い
た
雨
の
影

響
も
あ
り
、
残
念
な
が
ら

富
士
山
を
始
め
数
多
の
名

峰
は
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

第
58
回
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ 

入
笠
山

第
58
回
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ 

入
笠
山

第
72
回
町
内
対
抗
野
球

町
予
選
会
結
果

第
72
回
町
内
対
抗
野
球

町
予
選
会
結
果

　
８
月
２
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
町

内
対
抗
野
球
大
会
は
下
仁
田
チ
ー
ム

が
勝
利
し
ま
し
た
。

　
下
仁
田
チ
ー
ム
は
８
月
２３
日
に
開

催
さ
れ
る
郡
の
予
選
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

青
　
倉

小
　
坂

下
仁
田

馬
　
山

21 3 4

3

棄権

22 1X 0
①
8：05

②
10：10

　
8
月
19
日
に
満
1
0
0
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
た
黛
よ
し
の
様

に
、
町
か
ら
慶
祝
状
、
祝
金
な
ど
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。長
寿
の
秘
訣
は

「
好
き
嫌
い
せ
ず
に
何
で
も
食
べ
る

こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。毎
日
新
聞
を

読
む
こ
と
が
日
課
と
の
こ
と
で
し

た
。今
後
と
も
ご
自
愛
い
た
だ
き
ご

長
寿
を
重
ね
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

百
寿
御
祝
　黛
　よ
し
の 

様
（
西
牧
）

百
寿
御
祝
　黛
　よ
し
の 

様
（
西
牧
）

　
町
で
は
、
有
効
に
水
道
水
を
使
用
す
る
た
め
に
水
道
管
の
漏
水
調
査
を
業

務
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。
対
象
地
区
の
本
管
埋
設
位
置・各
戸
の
水
道
メ
ー

タ
ー
ま
で
の
配
管
に
つ
い
て
委
託
業
者
が
伺
い
調
査
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
調
査
期
間
　
９
月
〜
来
年
３
月
末
日（
内
３０
日
間
程
度
）　

●
調
査
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
宅
地
内・道
路
内
）

午
後
10
時
〜
午
前
５
時
（
道
路
内
）

●
対
象
地
区
　
下
仁
田
町
大
字
青
倉・大
桑
原・宮
室・風
口・下
郷
地
内

●
委
託
業
者
　
㈱
サ
ン
ス
イ
　
北
関
東
支
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

調
査
員
の
確
認
は
身
分
証
明
証
（
発
行
者
の
確
認
）
の
提
示
を
求
め
る
か

水
道
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

●
調
査
費
用
　
無
料（
調
査
に
関
す
る
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
）

●
問
い
合
わ
せ
先
　
建
設
水
道
課
水
道
係
　
☎
64
―
８
８
０
８

漏
水
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

か
ん
ら
・
と
み
お
か
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

開
催
の
お
知
ら
せ

か
ん
ら
・
と
み
お
か
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

開
催
の
お
知
ら
せ

　
甘
楽・富
岡
地
域
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
の
た
め
に
、障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
雇
用
促
進
及
び

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
考
え

る
場
と
し
て
、か
ん
ら・と
み
お
か
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。　
ど

な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
日
時

令
和
８
年
９
月
２６
日（
土
）午
後
１
時

〜
４
時（
販
売
は
午
前
１１
時
〜
）

●
内
容

○
事
業
所
説
明
会
　
午
後
１
時
〜
　

甘
楽・富
岡
地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
等
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の
紹

介
を
行
い
ま
す
。

○
個
別
相
談
会
　
午
後
３
時
〜

事
業
所
ご
と
に
個
別
に
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
働
き
た
い
方

・サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
知
り
た
い
方
、利

用
を
考
え
て
み
た
い
方
な
ど

○
物
品
販
売
　
午
前
１１
時
〜
　
パ
ン
、

総
菜
、お
弁
当
、革
製
品
、手
芸
品
、等

を
販
売
し
ま
す
。

●
会
場
　
甘
楽
町
文
化
会
館
　
　
甘

楽
町
大
字
白
倉
１
３
２
２
―
１

●
費
用
　
無
料
※
事
前
申
し
込
み
不
要

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
地
域
自
立
支
援
協
議
会

就
労
支
援
部
会
　
事
務
局

福
祉
課
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３

令
和
9
年

「
二
十
歳
を
祝
う
会
」

を
開
催
し
ま
す
 

令
和
9
年

「
二
十
歳
を
祝
う
会
」

を
開
催
し
ま
す
 

●
日
時

令
和
８
年
１
月
１１
日
（
日
）

午
後
２
時
３０
分
開
式
予
定

（
受
付
…
午
後
１
時
３０
分
／
記
念
写

真
撮
影
…
午
後
２
時
）

●
会
場
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
対
象
者

平
成
１８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１９
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
下
仁
田
町
に

住
民
登
録
が
あ
る
方
と
出
身
者

●
主
催

下
仁
田
町
／
下
仁
田
町
教
育
委
員
会

●
申
込
み

※
ご
家
族
の
方
に
よ
る
代
理
申
込
み
可

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
と
り
オ
ン
ラ
イ

ン
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

○
締
切
　
令
和
８
年
９
月
３０
日（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５（
直
通
）

　町では、公共交通の利便性向上および持続可能な運行体制の構築を目指し、現在の町営バ
スの運行時間帯において「デマンド（予約型）運行」の実証運行を開始することといたしま
した。（朝・夕のスクールバス運行時間帯は、これまで通り定時路線運行を行います。）
つきましては、１１月１日より次のとおり実証運行を開始します。
●運行形態の概要
以下の通りバス形態を区分いたします。
・スクールバス定時運行（始発～午前９時、午後３時～最終便）
従来の時刻表に基づき、定時運行を継続いたします。通学・通勤等の利用に支障が生じない
よう配慮いたします。
・デマンド運行（日中時間帯）
予約に基づき運行する「デマンド方式」へ移行いたします。
●今後の進め方
デマンドバスは実証運行として実施し、利用状況や皆様からのご意見を反映させながら、よ
り適切な運行体制の検討を進めてまいります。
●詳細情報の公表について
利用対象エリア、予約受付方法、運賃等の詳細につきましては、次号（１０月号）の広報紙
にて改めて詳細を公表いたします。ご確認くださいますようお願い申し上げます。

●問い合わせ先　企画課地域創生係（直通　☎６４－８８０９）

デマンドバス「ねぎまる」の実証運行開始について

下仁田町青少年健全育成大会下仁田町青少年健全育成大会

下仁田町「少年の日」「家庭の日」普及啓発作品コンクール小学生標語の部

曲「RPG」「彼こそが海賊」を演奏 曲「ジッパ・ディー・ドゥー・ダー」を披露 曲「ライラック」を披露

　７月２５日（土）、家庭・学校・地域が一体となって子どもたちの健やかな成長を願う「第１１回
下仁田町青少年健全育成大会」が開催されました　。
　当日は、下仁田中学校吹奏楽部による華やかな演奏のもと幕を開けました。下仁田高校生徒会３名
が司会をつとめ、日頃の努力の成果をたたえる「青少年健全育成表彰」や、標語作品コンクールの表
彰が行われたほか、少年の主張富岡市甘楽郡大会に出場した下仁田中学校３年　田中榛夏さんによる
堂々とした発表が行われました。
　また、青倉保育園による元気いっぱいのマーチングバンド、がんばりっこクラブによる力強い和太
鼓演奏が披露され、会場は大きな拍手に包まれました。さらに、会場内には下仁田中学校美術部によ
る作品も展示されました。

「スマホ消し　顔見てはなす　家族の輪」 

「気づいてる　その言葉で　きずつく気持ち」 

「かていでの　会話ではぐくむ　やさしい心」 

「ささえあう　あたたかさって　すてきだね」 

「ゲームより　家族の団らん　レベルアップ」 

「かんがえて　画面の前の　あいてにも」 

「お手伝い　家族の笑顔が　みたいから」 

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

黛　弘優さん　

石井　心美さん

寒河江稀子さん

芝田　結菜さん

下山汰鬼士さん

加庭　晄絆さん

瀬間くるみさん

青少年健全育賞表彰「青少年賞」

令和7年度少年の主張全国大会「審査委員会特別賞」受賞

令和7年度全国中学生人権作文コンテスト群馬県大会「NHK前橋放送局長賞」受賞

岩井ひなたさん

小金澤珠音さん

早川　乙稀さん

神戸　陽梛さん

令和7年度群馬県「少年の日」「家庭の日」
普及啓発作品コンクール中学生標語の部「銅賞」受賞

令和7年度群馬県「少年の日」「家庭の日」
普及啓発作品コンクール中学生標語の部「金賞」受賞

 子どもたちの輝く姿！
「第11回下仁田町青少年健全育成大会」を開催
 子どもたちの輝く姿！
「第11回下仁田町青少年健全育成大会」を開催

（司会）清水奏汰さん・
岩丸莉士さん・佐藤晴輝さん
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

か
ん
ら
・
と
み
お
か
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

開
催
の
お
知
ら
せ

か
ん
ら
・
と
み
お
か
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

開
催
の
お
知
ら
せ

　
甘
楽・富
岡
地
域
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
の
た
め
に
、障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
雇
用
促
進
及
び

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
考
え

る
場
と
し
て
、か
ん
ら・と
み
お
か
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。　
ど

な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
日
時

令
和
８
年
９
月
２６
日（
土
）午
後
１
時

〜
４
時（
販
売
は
午
前
１１
時
〜
）

●
内
容

○
事
業
所
説
明
会
　
午
後
１
時
〜
　

甘
楽・富
岡
地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
等
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の
紹

介
を
行
い
ま
す
。

○
個
別
相
談
会
　
午
後
３
時
〜

事
業
所
ご
と
に
個
別
に
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
働
き
た
い
方

・サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
知
り
た
い
方
、利

用
を
考
え
て
み
た
い
方
な
ど

○
物
品
販
売
　
午
前
１１
時
〜
　
パ
ン
、

総
菜
、お
弁
当
、革
製
品
、手
芸
品
、等

を
販
売
し
ま
す
。

●
会
場
　
甘
楽
町
文
化
会
館
　
　
甘

楽
町
大
字
白
倉
１
３
２
２
―
１

●
費
用
　
無
料
※
事
前
申
し
込
み
不
要

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
地
域
自
立
支
援
協
議
会

就
労
支
援
部
会
　
事
務
局

福
祉
課
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３

令
和
9
年

「
二
十
歳
を
祝
う
会
」

を
開
催
し
ま
す
 

令
和
9
年

「
二
十
歳
を
祝
う
会
」

を
開
催
し
ま
す
 

●
日
時

令
和
８
年
１
月
１１
日
（
日
）

午
後
２
時
３０
分
開
式
予
定

（
受
付
…
午
後
１
時
３０
分
／
記
念
写

真
撮
影
…
午
後
２
時
）

●
会
場
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
対
象
者

平
成
１８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１９
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
下
仁
田
町
に

住
民
登
録
が
あ
る
方
と
出
身
者

●
主
催

下
仁
田
町
／
下
仁
田
町
教
育
委
員
会

●
申
込
み

※
ご
家
族
の
方
に
よ
る
代
理
申
込
み
可

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
と
り
オ
ン
ラ
イ

ン
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

○
締
切
　
令
和
８
年
９
月
３０
日（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５（
直
通
）

　町では、公共交通の利便性向上および持続可能な運行体制の構築を目指し、現在の町営バ
スの運行時間帯において「デマンド（予約型）運行」の実証運行を開始することといたしま
した。（朝・夕のスクールバス運行時間帯は、これまで通り定時路線運行を行います。）
つきましては、１１月１日より次のとおり実証運行を開始します。
●運行形態の概要
以下の通りバス形態を区分いたします。
・スクールバス定時運行（始発～午前９時、午後３時～最終便）
従来の時刻表に基づき、定時運行を継続いたします。通学・通勤等の利用に支障が生じない
よう配慮いたします。
・デマンド運行（日中時間帯）
予約に基づき運行する「デマンド方式」へ移行いたします。
●今後の進め方
デマンドバスは実証運行として実施し、利用状況や皆様からのご意見を反映させながら、よ
り適切な運行体制の検討を進めてまいります。
●詳細情報の公表について
利用対象エリア、予約受付方法、運賃等の詳細につきましては、次号（１０月号）の広報紙
にて改めて詳細を公表いたします。ご確認くださいますようお願い申し上げます。

●問い合わせ先　企画課地域創生係（直通　☎６４－８８０９）

デマンドバス「ねぎまる」の実証運行開始について

下仁田町青少年健全育成大会下仁田町青少年健全育成大会

下仁田町「少年の日」「家庭の日」普及啓発作品コンクール小学生標語の部

曲「RPG」「彼こそが海賊」を演奏 曲「ジッパ・ディー・ドゥー・ダー」を披露 曲「ライラック」を披露

　７月２５日（土）、家庭・学校・地域が一体となって子どもたちの健やかな成長を願う「第１１回
下仁田町青少年健全育成大会」が開催されました　。
　当日は、下仁田中学校吹奏楽部による華やかな演奏のもと幕を開けました。下仁田高校生徒会３名
が司会をつとめ、日頃の努力の成果をたたえる「青少年健全育成表彰」や、標語作品コンクールの表
彰が行われたほか、少年の主張富岡市甘楽郡大会に出場した下仁田中学校３年　田中榛夏さんによる
堂々とした発表が行われました。
　また、青倉保育園による元気いっぱいのマーチングバンド、がんばりっこクラブによる力強い和太
鼓演奏が披露され、会場は大きな拍手に包まれました。さらに、会場内には下仁田中学校美術部によ
る作品も展示されました。

「スマホ消し　顔見てはなす　家族の輪」 

「気づいてる　その言葉で　きずつく気持ち」 

「かていでの　会話ではぐくむ　やさしい心」 

「ささえあう　あたたかさって　すてきだね」 

「ゲームより　家族の団らん　レベルアップ」 

「かんがえて　画面の前の　あいてにも」 

「お手伝い　家族の笑顔が　みたいから」 

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

黛　弘優さん　

石井　心美さん

寒河江稀子さん

芝田　結菜さん

下山汰鬼士さん

加庭　晄絆さん

瀬間くるみさん

青少年健全育賞表彰「青少年賞」

令和7年度少年の主張全国大会「審査委員会特別賞」受賞

令和7年度全国中学生人権作文コンテスト群馬県大会「NHK前橋放送局長賞」受賞

岩井ひなたさん

小金澤珠音さん

早川　乙稀さん

神戸　陽梛さん

令和7年度群馬県「少年の日」「家庭の日」
普及啓発作品コンクール中学生標語の部「銅賞」受賞

令和7年度群馬県「少年の日」「家庭の日」
普及啓発作品コンクール中学生標語の部「金賞」受賞

 子どもたちの輝く姿！
「第11回下仁田町青少年健全育成大会」を開催
 子どもたちの輝く姿！
「第11回下仁田町青少年健全育成大会」を開催

（司会）清水奏汰さん・
岩丸莉士さん・佐藤晴輝さん
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映
画「
桜
色
の
風
が
吹
く
」は
、
福
島
智
さ
ん
と
い
う
人
の
生
き
方
を
え
が
い

た
作
品
で
す
。智
さ
ん
は
、
三
歳
の
こ
ろ
に
右
目
が
牛
眼
と
い
う
病
気
に
な
って

し
ま
い
、
お
医
者
さ
ん
に
言
わ
れ
た
と
お
り
に
治
療
を
続
け
ま
し
た
が
、
右
目

は
見
え
な
く
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、
四
歳
・
五
歳
に
な
る
こ
ろ
に
は

左
目
も
だ
ん
だ
ん
見
え
に
く
く
な
り
、
治
療
を
し
て
も
よ
く
な
ら
ず
、
と
う
と

う
両
方
の
目
が
見
え
な
く
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　
も
し
自
分
が
小
さ
い
こ
ろ
に
突
然
何
も
見
え
な
く
な
って
し
ま
っ
た
ら
、
と
て

も
こ
わ
く
て
、
ど
う
し
て
いい
の
か
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。遊
ぶ
こ
と
も
、
歩

く
こ
と
も
、
学
校
に
行
く
こ
と
も
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
は
で
き
な
く
な
る

か
ら
で
す
。智
さ
ん
も
き
っ
と
、
不
安
や
さ
び
し
さ
で
いっ
ぱ
い
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。そ
れ
で
も
、
映
画
の
中
の
智
さ
ん
は
、
あ
き
ら
め
ず
に
少
し
ず
つ
前
に
進
ん

で
い
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、見
え
な
く
な
る
だ
け
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。十
六
歳
、十

七
歳
ご
ろ
に
な
る
と
、
今
度
は
耳
が
だ
ん
だ
ん
聞
こ
え
な
く
な
って
し
ま
い
ま
し

た
。そ
し
て
、
つい
に
は
耳
も
聞
こ
え
な
く
な
り
、
目
も
耳
も
使
え
な
い
生
活
に

な
って
し
ま
っ
た
の
で
す
。暗
く
て
静
か
す
ぎ
る
世
界
の
中
に
ひ
と
り
き
り
で
い

る
よ
う
な
状
態
は
、
私
に
は
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
つ
ら
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　
で
も
映
画
を
見
て
い
て
気
づい
た
の
は
、
智
さ
ん
が一人
ぼ
っ
ち
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。お
母
さ
ん
、お
父
さ
ん
、お
兄
さ
ん
た
ち
、学
校
の
先
生
、友

だ
ち
。た
く
さ
ん
の
人
が
智
さ
ん
を
支
え
、言
葉
や
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
に
い

ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
て
い
ま
し
た
。も
し
そ
の
人
た
ち
が
い
な
か
っ
た
ら
、
智
さ
ん

は
も
っ
と
苦
し
ん
で
、大
事
な
気
持
ち
さ
え
失
って
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
の
心
に
い
ち
ば
ん
残
っ
た
の
は
、
智
さ
ん
が
多
く
の
人
と
か
か
わ
って
生
き
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。人
と
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
仲
良
く
し
た
り

世
間
話
を
し
た
り
す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。相
手
の
こ
と
を
思
って
手
を

差
し
の
べ
た
り
、困
って
い
る
と
き
に
力
に
な
っ
た
り
、気
持
ち
を
受
け
と
め
た
り

す
る
こ
と
で
す
。そ
の
積
み
重
ね
が
、
智
さ
ん
の
心
を
支
え
、
前
に
進
む
力
に

な
って
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
映
画
を
見
て
、
私
は「
人
権
」に
つい
て
あ
ら
た
め
て
考
え
ま
し
た
。人
権

と
は
、「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
」を
も
って
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

作文
優秀賞

映
画
が
教
え
て
く
れ
た
大
切
な
も
の

下
仁
田
小
学
校

　六
年

　田
貝

　莉
愛

た
が
い

り
あ

人権尊重作品人権尊重作品

で
も
、そ
の
権
利
が
生
か
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、周
り
に
い
る
人
た
ち
の
行
動
に

も
大
き
く
関
わ
って
い
ま
す
。智
さ
ん
が
教
授
に
な
る
ま
で
の
道
の
り
に
は
、
家

族
や
友
人
の
支
え
が
あ
り
ま
し
た
。誰
か
の
手
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
智
さ
ん
は

自
分
の
力
を
生
か
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
私
は
、こ
の
映
画
か
ら「
困
って
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、自
分
に
で
き
る
こ
と

で
助
け
た
い
」
と
い
う
思
い
を
強
く
も
ち
ま
し
た
。大
き
な
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
も

いい
と
思
い
ま
す
。声
を
か
け
る
、荷
物
を
持
って
あ
げ
る
、話
を
聞
く
、や
さ
し

い
気
持
ち
で
接
す
る
。そ
れ
だ
け
で
も
、
誰
か
の
力
に
な
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。智
さ
ん
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、人
は
ひ
と
り
で
は
生
き
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、

支
え
あ
う
こ
と
で
ど
ん
な
困
難
も
乗
り
こ
え
ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
私
は
、学
校
で
も
家
で
も
、友
だ
ち
や
家
族
、ま
わ
り
の
人
を
大
切
に

し
、困
って
い
る
人
に
気
づい
た
ら
、少
し
で
も
そ
の
人
の
力
に
な
れ
る
よ
う
な
行

動
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。支
え
あ
う
心
こ
そ
が
、人
と
し
て一番
た
い
せ
つ
な
も

の
だ
と
、こ
の
映
画
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
無
意
識
な
行
動
や
発
言
で
友
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。そ
の

と
き
の
行
動
や
発
言
を
今
で
も
す
ご
く
後
悔
し
て
い
る
。

　
こ
ど
も
園
に
通
って
い
た
頃
、
あ
る一人
の
子
が
私
に
話
し
か
け
た
り
、一緒
に

遊
ぼ
う
と
誘
って
く
れ
た
り
し
て
い
た
。し
か
し
、
私
は
な
ぜ
か
そ
の
子
が
好
き

に
な
れ
な
か
っ
た
。時
に
は
無
意
識
に
避
け
た
り
冷
た
い
態
度
を
と
っ
た
り
と
、

ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
し
ま
って
い
た
。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
の
子
は
私
と
話

し
た
り
遊
ぼ
う
と
し
続
け
た
り
し
て
く
れ
た
。仲
良
く
な
る
た
め
の
希
望
を
与

え
て
く
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
そ
の
希
望
を
打
ち
砕
い
て
し
ま
って

い
た
。

　
結
局
、そ
の
子
を
好
き
に
な
れ
な
い
ま
ま
卒
園
し
、別
々
の
小
学
校
へ
と
入
学

し
た
。小
学
校
三
年
生
の
時
に
、
突
然
、
母
の
知
り
合
い
な
ど
を
通
じ
て一通
の

手
紙
が
届
い
た
。「
手
紙
な
ん
て
、
誰
か
ら
だ
ろ
う
。」と
私
は
思
っ
た
。そ
れ
か
ら

送
り
主
を
見
て
衝
撃
を
受
け
た
。あ
の
子
か
ら
手
紙
が
送
ら
れ
て
き
た
の
だ
。

手
紙
の
内
容
を
見
た
時
、申
し
訳
な
い
気
持
ち
と
同
時
に
、手
紙
を
も
ら
っ
た
こ

と
に
ほ
ん
の
少
し
嬉
し
さ
を
感
じ
た
。あ
の
子
は
私
に
憧
れ
て
い
て
、
いつ
も
優

し
く
し
て
く
れ
て
勇
気
を
く
れ
た
私
が
す
き
だ
と
書
い
て
あ
っ
た
。こ
の
よ
う
に

思
っ
て
く
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
て
い

た
。自
分
の
行
動
に
と
て
も
胸
が
痛
ん
だ
。

　
私
は
そ
れ
か
ら
、過
去
の
経
験
や
、家
族
や
友
達
の
言
葉
な
ど
を
通
じ
て
、あ

の
頃
か
ら
少
し
ず
つ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。今
、
あ
の
出
来
事
を
振
り
返

る
と
、
あ
の
子
を
好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
の
は
、
自
分
の
中
の「
苦
手
」と
い
う
思

い
込
み
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
気
づい
た
。し
か
し
、今
で
は
あ
の
頃
と
違
い
、「
た
だ

の
思
い
込
み
か
も
し
れ
な
い
。」「
少
し
接
し
た
く
ら
い
な
の
に
、
本
当
に
苦
手
な

の
だ
ろ
う
か
？
」な
ど
と
自
分
に
問
い
か
け
た
り
し
、
苦
手
だ
と
思
っ
た
人
で
も

少
し
ず
つ
関
わ
り
を
持
って
み
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。そ
れ
で

も
苦
手
だ
な
と
思
って
し
ま
う
こ
と
は
あ
る
。そ
う
思
って
し
ま
って
も
、
避
け

る
よ
う
に
し
た
り
、
冷
た
い
態
度
を
と
ら
な
い
よ
う
に
し
た
り
す
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
る
。

　
ま
た
、学
校
の
個
人
の
い
じ
め
根
絶
宣
言
で
は
、「
誰
に
で
も
平
等
に
接
す
る
」と

作文
優秀賞

過
ち
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

下
仁
田
中
学
校

　一年

　寒
河
江

　結
々

さ
が
え

ゆ
ゆ

令和7年度　人権尊重を考えるコンクール令和7年度　人権尊重を考えるコンクール

昨年度のコンクールに入選した小・中学生の作品を、数回に分けて町民の皆様にご紹介し
ます。児童・生徒の素晴らしい作品をご覧になり、人権について、もう一度考えてみましょう。
※掲載者の学校・学年は、令和7年度のものです。

いしい りょうこう

だいじょうぶ、
自分じしんを
大切に。
下仁田小学校　3年　　石井　良晃

人権標語
優秀賞

かんべ りょうすけ

みんなで
楽しくエネルギーを
使おうよ
下仁田小学校　3年　　神戸　涼佑

人権標語
優秀賞

い
う
目
標
を
立
て
た
。こ
の
目
標
は
、
自
分
の
成
長
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
。そ
の
お
か
げ
で
、
自
分
の
欠
点
を
見
つ
め
、
改
善
す
る
た
め
に
立
て
た
目
標
を

意
識
し
、生
活
し
て
み
る
と
自
分
に
いい
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ

と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
私
の
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
、「
幼
い
頃
の
出
来
事
だ
か
ら
、仕
方
が
な

い
。」と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、
幼
い
頃
の
出
来
事
だ
と
し
て

も
、
あ
の
子
が
傷
つい
て
い
れ
ば
、
心
の
傷
が
長
く
残
って
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
。そ
う
考
え
れ
ば
、「
仕
方
が
な
い
。」と一言
で
片
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

感
じ
る
。特
に
、
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
の
時
期
は
心
の
傷
が
長
く
残
って

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。無
意
識
な
行
動
や
発
言
は
、
相
手
の
心
を
深
く
傷
つ
け

て
し
ま
う
の
だ
。

　
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
、
誰
か
に
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て

し
ま
え
ば
、
そ
の
人
に
嫌
わ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
信
頼
を
失
っ
た
り
す
る
の
は
当

然
の
こ
と
だ
。ま
た
、
周
囲
の
人
か
ら
非
難
さ
れ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
な
い
。だ

か
ら
こ
そ
、
二
度
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
自
分
自
身
を
変
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
。

　
あ
の
経
験
で
、
自
分
の一つ
ひ
と
つ
の
行
動
や
発
言
に
責
任
を
も
た
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
。頭
に
パッ
と
浮
か
ん
だ
言
葉
を
何
も
考
え
ず
に
発
し

て
し
ま
う
と
、簡
単
に
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
。だ
か
ら
こ
そ
、言
葉
を
発
す

る
前
に
、
相
手
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
言
葉
選
び
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま

た
、相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
リ
ス
ク
を
低
く
す
る
た
め
に
は
、自
分
の
行
動
や

発
言
に
注
意
を
向
け
、
無
意
識
の
う
ち
に
し
て
し
ま
って
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ

と
が
大
切
だ
。私
は
、、こ
れ
か
ら
も
自
分
の
行
動
や
発
言
に
責
任
を
持
ち
、
誰

に
対
し
て
も
平
等
に
接
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、
あ
の
子
か
ら
の
手
紙
や
経
験
を

通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
に
感
謝
し
、心
に
留
め
て
生
活
し
て
い
き
た
い
。
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映
画「
桜
色
の
風
が
吹
く
」は
、
福
島
智
さ
ん
と
い
う
人
の
生
き
方
を
え
が
い

た
作
品
で
す
。智
さ
ん
は
、
三
歳
の
こ
ろ
に
右
目
が
牛
眼
と
い
う
病
気
に
な
って

し
ま
い
、
お
医
者
さ
ん
に
言
わ
れ
た
と
お
り
に
治
療
を
続
け
ま
し
た
が
、
右
目

は
見
え
な
く
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、
四
歳
・
五
歳
に
な
る
こ
ろ
に
は

左
目
も
だ
ん
だ
ん
見
え
に
く
く
な
り
、
治
療
を
し
て
も
よ
く
な
ら
ず
、
と
う
と

う
両
方
の
目
が
見
え
な
く
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　
も
し
自
分
が
小
さ
い
こ
ろ
に
突
然
何
も
見
え
な
く
な
って
し
ま
っ
た
ら
、
と
て

も
こ
わ
く
て
、
ど
う
し
て
いい
の
か
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。遊
ぶ
こ
と
も
、
歩

く
こ
と
も
、
学
校
に
行
く
こ
と
も
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
は
で
き
な
く
な
る

か
ら
で
す
。智
さ
ん
も
き
っ
と
、
不
安
や
さ
び
し
さ
で
いっ
ぱ
い
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。そ
れ
で
も
、
映
画
の
中
の
智
さ
ん
は
、
あ
き
ら
め
ず
に
少
し
ず
つ
前
に
進
ん

で
い
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、見
え
な
く
な
る
だ
け
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。十
六
歳
、十

七
歳
ご
ろ
に
な
る
と
、
今
度
は
耳
が
だ
ん
だ
ん
聞
こ
え
な
く
な
って
し
ま
い
ま
し

た
。そ
し
て
、
つい
に
は
耳
も
聞
こ
え
な
く
な
り
、
目
も
耳
も
使
え
な
い
生
活
に

な
って
し
ま
っ
た
の
で
す
。暗
く
て
静
か
す
ぎ
る
世
界
の
中
に
ひ
と
り
き
り
で
い

る
よ
う
な
状
態
は
、
私
に
は
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
つ
ら
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　
で
も
映
画
を
見
て
い
て
気
づい
た
の
は
、
智
さ
ん
が一人
ぼ
っ
ち
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。お
母
さ
ん
、お
父
さ
ん
、お
兄
さ
ん
た
ち
、学
校
の
先
生
、友

だ
ち
。た
く
さ
ん
の
人
が
智
さ
ん
を
支
え
、言
葉
や
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
に
い

ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
て
い
ま
し
た
。も
し
そ
の
人
た
ち
が
い
な
か
っ
た
ら
、
智
さ
ん

は
も
っ
と
苦
し
ん
で
、大
事
な
気
持
ち
さ
え
失
って
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
の
心
に
い
ち
ば
ん
残
っ
た
の
は
、
智
さ
ん
が
多
く
の
人
と
か
か
わ
って
生
き
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。人
と
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
仲
良
く
し
た
り

世
間
話
を
し
た
り
す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。相
手
の
こ
と
を
思
って
手
を

差
し
の
べ
た
り
、困
って
い
る
と
き
に
力
に
な
っ
た
り
、気
持
ち
を
受
け
と
め
た
り

す
る
こ
と
で
す
。そ
の
積
み
重
ね
が
、
智
さ
ん
の
心
を
支
え
、
前
に
進
む
力
に

な
って
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
映
画
を
見
て
、
私
は「
人
権
」に
つい
て
あ
ら
た
め
て
考
え
ま
し
た
。人
権

と
は
、「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
」を
も
って
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
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映
画
が
教
え
て
く
れ
た
大
切
な
も
の

下
仁
田
小
学
校

　六
年

　田
貝

　莉
愛

た
が
い

り
あ

人権尊重作品人権尊重作品

で
も
、そ
の
権
利
が
生
か
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、周
り
に
い
る
人
た
ち
の
行
動
に

も
大
き
く
関
わ
って
い
ま
す
。智
さ
ん
が
教
授
に
な
る
ま
で
の
道
の
り
に
は
、
家

族
や
友
人
の
支
え
が
あ
り
ま
し
た
。誰
か
の
手
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
智
さ
ん
は

自
分
の
力
を
生
か
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
私
は
、こ
の
映
画
か
ら「
困
って
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、自
分
に
で
き
る
こ
と

で
助
け
た
い
」
と
い
う
思
い
を
強
く
も
ち
ま
し
た
。大
き
な
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
も

いい
と
思
い
ま
す
。声
を
か
け
る
、荷
物
を
持
って
あ
げ
る
、話
を
聞
く
、や
さ
し

い
気
持
ち
で
接
す
る
。そ
れ
だ
け
で
も
、
誰
か
の
力
に
な
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。智
さ
ん
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、人
は
ひ
と
り
で
は
生
き
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、

支
え
あ
う
こ
と
で
ど
ん
な
困
難
も
乗
り
こ
え
ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
私
は
、学
校
で
も
家
で
も
、友
だ
ち
や
家
族
、ま
わ
り
の
人
を
大
切
に

し
、困
って
い
る
人
に
気
づい
た
ら
、少
し
で
も
そ
の
人
の
力
に
な
れ
る
よ
う
な
行

動
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。支
え
あ
う
心
こ
そ
が
、人
と
し
て一番
た
い
せ
つ
な
も

の
だ
と
、こ
の
映
画
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
無
意
識
な
行
動
や
発
言
で
友
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。そ
の

と
き
の
行
動
や
発
言
を
今
で
も
す
ご
く
後
悔
し
て
い
る
。

　
こ
ど
も
園
に
通
って
い
た
頃
、
あ
る一人
の
子
が
私
に
話
し
か
け
た
り
、一緒
に

遊
ぼ
う
と
誘
って
く
れ
た
り
し
て
い
た
。し
か
し
、
私
は
な
ぜ
か
そ
の
子
が
好
き

に
な
れ
な
か
っ
た
。時
に
は
無
意
識
に
避
け
た
り
冷
た
い
態
度
を
と
っ
た
り
と
、

ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
し
ま
って
い
た
。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
の
子
は
私
と
話

し
た
り
遊
ぼ
う
と
し
続
け
た
り
し
て
く
れ
た
。仲
良
く
な
る
た
め
の
希
望
を
与

え
て
く
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
そ
の
希
望
を
打
ち
砕
い
て
し
ま
って

い
た
。

　
結
局
、そ
の
子
を
好
き
に
な
れ
な
い
ま
ま
卒
園
し
、別
々
の
小
学
校
へ
と
入
学

し
た
。小
学
校
三
年
生
の
時
に
、
突
然
、
母
の
知
り
合
い
な
ど
を
通
じ
て一通
の

手
紙
が
届
い
た
。「
手
紙
な
ん
て
、
誰
か
ら
だ
ろ
う
。」と
私
は
思
っ
た
。そ
れ
か
ら

送
り
主
を
見
て
衝
撃
を
受
け
た
。あ
の
子
か
ら
手
紙
が
送
ら
れ
て
き
た
の
だ
。

手
紙
の
内
容
を
見
た
時
、申
し
訳
な
い
気
持
ち
と
同
時
に
、手
紙
を
も
ら
っ
た
こ

と
に
ほ
ん
の
少
し
嬉
し
さ
を
感
じ
た
。あ
の
子
は
私
に
憧
れ
て
い
て
、
いつ
も
優

し
く
し
て
く
れ
て
勇
気
を
く
れ
た
私
が
す
き
だ
と
書
い
て
あ
っ
た
。こ
の
よ
う
に

思
っ
て
く
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
て
い

た
。自
分
の
行
動
に
と
て
も
胸
が
痛
ん
だ
。

　
私
は
そ
れ
か
ら
、過
去
の
経
験
や
、家
族
や
友
達
の
言
葉
な
ど
を
通
じ
て
、あ

の
頃
か
ら
少
し
ず
つ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。今
、
あ
の
出
来
事
を
振
り
返

る
と
、
あ
の
子
を
好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
の
は
、
自
分
の
中
の「
苦
手
」と
い
う
思

い
込
み
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
気
づい
た
。し
か
し
、今
で
は
あ
の
頃
と
違
い
、「
た
だ

の
思
い
込
み
か
も
し
れ
な
い
。」「
少
し
接
し
た
く
ら
い
な
の
に
、
本
当
に
苦
手
な

の
だ
ろ
う
か
？
」な
ど
と
自
分
に
問
い
か
け
た
り
し
、
苦
手
だ
と
思
っ
た
人
で
も

少
し
ず
つ
関
わ
り
を
持
って
み
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。そ
れ
で

も
苦
手
だ
な
と
思
って
し
ま
う
こ
と
は
あ
る
。そ
う
思
って
し
ま
って
も
、
避
け

る
よ
う
に
し
た
り
、
冷
た
い
態
度
を
と
ら
な
い
よ
う
に
し
た
り
す
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
る
。

　
ま
た
、学
校
の
個
人
の
い
じ
め
根
絶
宣
言
で
は
、「
誰
に
で
も
平
等
に
接
す
る
」と
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過
ち
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

下
仁
田
中
学
校

　一年

　寒
河
江

　結
々

さ
が
え

ゆ
ゆ

令和7年度　人権尊重を考えるコンクール令和7年度　人権尊重を考えるコンクール

昨年度のコンクールに入選した小・中学生の作品を、数回に分けて町民の皆様にご紹介し
ます。児童・生徒の素晴らしい作品をご覧になり、人権について、もう一度考えてみましょう。
※掲載者の学校・学年は、令和7年度のものです。

いしい りょうこう

だいじょうぶ、
自分じしんを
大切に。
下仁田小学校　3年　　石井　良晃

人権標語
優秀賞

かんべ りょうすけ

みんなで
楽しくエネルギーを
使おうよ
下仁田小学校　3年　　神戸　涼佑

人権標語
優秀賞

い
う
目
標
を
立
て
た
。こ
の
目
標
は
、
自
分
の
成
長
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
。そ
の
お
か
げ
で
、
自
分
の
欠
点
を
見
つ
め
、
改
善
す
る
た
め
に
立
て
た
目
標
を

意
識
し
、生
活
し
て
み
る
と
自
分
に
いい
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ

と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
私
の
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
、「
幼
い
頃
の
出
来
事
だ
か
ら
、仕
方
が
な

い
。」と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、
幼
い
頃
の
出
来
事
だ
と
し
て

も
、
あ
の
子
が
傷
つい
て
い
れ
ば
、
心
の
傷
が
長
く
残
って
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
。そ
う
考
え
れ
ば
、「
仕
方
が
な
い
。」と一言
で
片
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

感
じ
る
。特
に
、
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
の
時
期
は
心
の
傷
が
長
く
残
って

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。無
意
識
な
行
動
や
発
言
は
、
相
手
の
心
を
深
く
傷
つ
け

て
し
ま
う
の
だ
。

　
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
、
誰
か
に
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て

し
ま
え
ば
、
そ
の
人
に
嫌
わ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
信
頼
を
失
っ
た
り
す
る
の
は
当

然
の
こ
と
だ
。ま
た
、
周
囲
の
人
か
ら
非
難
さ
れ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
な
い
。だ

か
ら
こ
そ
、
二
度
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
自
分
自
身
を
変
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
。

　
あ
の
経
験
で
、
自
分
の一つ
ひ
と
つ
の
行
動
や
発
言
に
責
任
を
も
た
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
。頭
に
パッ
と
浮
か
ん
だ
言
葉
を
何
も
考
え
ず
に
発
し

て
し
ま
う
と
、簡
単
に
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
。だ
か
ら
こ
そ
、言
葉
を
発
す

る
前
に
、
相
手
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
言
葉
選
び
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま

た
、相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
リ
ス
ク
を
低
く
す
る
た
め
に
は
、自
分
の
行
動
や

発
言
に
注
意
を
向
け
、
無
意
識
の
う
ち
に
し
て
し
ま
って
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ

と
が
大
切
だ
。私
は
、、こ
れ
か
ら
も
自
分
の
行
動
や
発
言
に
責
任
を
持
ち
、
誰

に
対
し
て
も
平
等
に
接
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、
あ
の
子
か
ら
の
手
紙
や
経
験
を

通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
に
感
謝
し
、心
に
留
め
て
生
活
し
て
い
き
た
い
。
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健康健康

9月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保 育 園
会 場
実 施 日
時 間
対 象 児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

9月17日（木）
午前１０時～１1時

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：午前9時～正午

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ先　馬山こども園　８２－２３２３　青 倉 保 育 園 　８２－２５４９　役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭解放

９月8日（火）
午前１０時～１1時30分

　今年度もインフルエンザ予防接種の費用を一部助成する事業を実施します。助成の対象となる方へは９
月中に通知と申請書をお送りします。接種を予定している方は事前に保健センターへ申請をしてください。

予防接種費用の一部を助成します
高齢者

任意予防接種の費用を一部助成します【子ども・妊婦】

インフルエンザ

インフルエンザ

新型コロナウイルス感染症・

●対象者　①または②に当てはまる方
①接種日に満65歳以上
②60～64歳で心臓、腎臓、呼吸器、免疫機能に障
害がある。（身体障害者手帳1級相当）

●接種期間　10月1日から
●接種回数　1回
●接種方法　接種を希望する医療機関に直接予

約してください。接種に必要な書類
（予診票）は医療機関および保健セ
ンターで配布しています。

●ご注意ください
※期間外、2回目の接種は全額自費となります。
※生活保護受給者は、福祉事務所発行の受給証
明書を医療機関へ提出することにより、自己負担
金が無料になります。

 インフルエンザ予防接種
●自己負担金　１，5００円
●接種期日　令和9年1月31日まで

 新型コロナウイルス感染症予防接種
●自己負担金　３，０００円
●接種期日　令和9年3月31日まで
●ご注意ください
※初回接種が済んでいない方でも助成対象は1回
のみです。

●問い合わせ先
　保健課　保健係（保健センター内）
　☎82－5490

新型コロナウイルス感染症

●対象者　
・生後６か月～13歳未満（回数２回）
・満13歳～年度年齢18歳（高校３年生相当）（回数1回）
・妊婦（回数1回）
●方法
・事前に保健センターへ申請して予診票を受取る
・指定医療機関に予約し接種する
・医療機関へ自己負担金を支払う
●申請受付期間　9月24日～1月20日
(土日祝を除く)
●接種期間　10月1日～1月31日
（医療機関の休診日をご確認ください）

●助成額　3，000円
※２歳～１８歳の方は経鼻弱毒生インフルエンザワ
クチン（鼻腔内に噴霧する接種方法）を選択するこ
とができます。
その場合でも助成額は３，０００円となります。
１３歳未満の方でも接種回数は１回となります。
医師に相談のうえ選択してください。

●問い合わせ先
　保健課　保健係（保健センター）
　☎82－5490

●対象者　
H23年4月2日～H24年4月1日生まれ（中学３年生
相当）（回数1回）
H20年4月2日～H21年4月1日生まれ（高校３年生
相当）（回数1回）
●方法
・事前に保健センターへ申請して予診票を受取る
・指定医療機関に予約し接種する
・医療機関へ自己負担金を支払う

●助成額　12,600円
(生活保護受給の場合は15,600円）
●申請受付期間　9月24日～3月19日
(土日祝を除く)
●接種期間　10月1日～3月31日
（医療機関の休診日をご確認ください）
●問い合わせ先
　保健課　保健係（保健センター）
　☎82－5490

任意予防接種の費用を一部助成します
【中学３年生・高校３年生】

　コロナウイルスにかかることや重症化を予防するために、任意接種を予定している方は事前に保健セン
ターへ申請をしてください。

新
入
学
予
定
児
健
康
診
断

　
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

児
童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
児
　
令
和
２
年
４
月
２
日

か
ら
令
和
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
児
童

●
実
施
場
所
　
下
仁
田
小
学
校

●
受
付
時
間

午
後
１
時
〜
１
時
１５
分

●
実
施
日
　
１０
月
７
日（
水
）

※
当
日
は
、保
護
者
ま
た
は
こ
れ
に

代
わ
る
人
が
必
ず
付
き
添
って
く
だ

さ
い
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、９
月
上
旬

に
保
護
者
宛
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

※
対
象
の
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭

で
、通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
学
校
教
育
係

☎
６７
―
７
６
１
９

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す

　
令
和
８
年
９
月
１
日
現
在
で
下
仁

田
町
に
住
所
を
有
し
、令
和
８
年
１

月
１
日
か
ら
令
和
８
年
１２
月
３１
日
の

期
間
で
表
の
年
齢
に
該
当
す
る
方
へ

敬
老
祝
金
を
支
給
し
、長
寿
を
お
祝

い
い
た
し
ま
す
。

※
支
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。口
座

振
り
込
み
で
の
支
給
と
し
ま
す
。該
当

さ
れ
る
方
に
は
申
請
書
を
郵
送
い
た

し
ま
し
た
の
で
、９
月
１７
日（
木
）ま
で

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
申
請
手
続
き
も
可
能
で
す
。

●問い合わせ先　福祉課包括支援係
　　　　　　　　☎64―8804（直通）

支給年齢(生まれ年)
80歳(昭和21年)
85歳(昭和16年)
90歳(昭和11年)
95歳(昭和6年)

101歳以上(大正14年以前)

支給額

5,000円

10,000円

支給日

申請書を
確認後
9月から
支給

19 18下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
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健康健康

9月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保 育 園
会 場
実 施 日
時 間
対 象 児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

9月17日（木）
午前１０時～１1時

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：午前9時～正午

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ先　馬山こども園　８２－２３２３　青 倉 保 育 園 　８２－２５４９　役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭解放

９月8日（火）
午前１０時～１1時30分

　今年度もインフルエンザ予防接種の費用を一部助成する事業を実施します。助成の対象となる方へは９
月中に通知と申請書をお送りします。接種を予定している方は事前に保健センターへ申請をしてください。

予防接種費用の一部を助成します
高齢者

任意予防接種の費用を一部助成します【子ども・妊婦】

インフルエンザ

インフルエンザ

新型コロナウイルス感染症・

●対象者　①または②に当てはまる方
①接種日に満65歳以上
②60～64歳で心臓、腎臓、呼吸器、免疫機能に障
害がある。（身体障害者手帳1級相当）

●接種期間　10月1日から
●接種回数　1回
●接種方法　接種を希望する医療機関に直接予

約してください。接種に必要な書類
（予診票）は医療機関および保健セ
ンターで配布しています。

●ご注意ください
※期間外、2回目の接種は全額自費となります。
※生活保護受給者は、福祉事務所発行の受給証
明書を医療機関へ提出することにより、自己負担
金が無料になります。

 インフルエンザ予防接種
●自己負担金　１，5００円
●接種期日　令和9年1月31日まで

 新型コロナウイルス感染症予防接種
●自己負担金　３，０００円
●接種期日　令和9年3月31日まで
●ご注意ください
※初回接種が済んでいない方でも助成対象は1回
のみです。

●問い合わせ先
　保健課　保健係（保健センター内）
　☎82－5490

新型コロナウイルス感染症

●対象者　
・生後６か月～13歳未満（回数２回）
・満13歳～年度年齢18歳（高校３年生相当）（回数1回）
・妊婦（回数1回）
●方法
・事前に保健センターへ申請して予診票を受取る
・指定医療機関に予約し接種する
・医療機関へ自己負担金を支払う
●申請受付期間　9月24日～1月20日
(土日祝を除く)
●接種期間　10月1日～1月31日
（医療機関の休診日をご確認ください）

●助成額　3，000円
※２歳～１８歳の方は経鼻弱毒生インフルエンザワ
クチン（鼻腔内に噴霧する接種方法）を選択するこ
とができます。
その場合でも助成額は３，０００円となります。
１３歳未満の方でも接種回数は１回となります。
医師に相談のうえ選択してください。

●問い合わせ先
　保健課　保健係（保健センター）
　☎82－5490

●対象者　
H23年4月2日～H24年4月1日生まれ（中学３年生
相当）（回数1回）
H20年4月2日～H21年4月1日生まれ（高校３年生
相当）（回数1回）
●方法
・事前に保健センターへ申請して予診票を受取る
・指定医療機関に予約し接種する
・医療機関へ自己負担金を支払う

●助成額　12,600円
(生活保護受給の場合は15,600円）
●申請受付期間　9月24日～3月19日
(土日祝を除く)
●接種期間　10月1日～3月31日
（医療機関の休診日をご確認ください）
●問い合わせ先
　保健課　保健係（保健センター）
　☎82－5490

任意予防接種の費用を一部助成します
【中学３年生・高校３年生】

　コロナウイルスにかかることや重症化を予防するために、任意接種を予定している方は事前に保健セン
ターへ申請をしてください。

新
入
学
予
定
児
健
康
診
断

　
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

児
童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
児
　
令
和
２
年
４
月
２
日

か
ら
令
和
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
児
童

●
実
施
場
所
　
下
仁
田
小
学
校

●
受
付
時
間

午
後
１
時
〜
１
時
１５
分

●
実
施
日
　
１０
月
７
日（
水
）

※
当
日
は
、保
護
者
ま
た
は
こ
れ
に

代
わ
る
人
が
必
ず
付
き
添
って
く
だ

さ
い
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、９
月
上
旬

に
保
護
者
宛
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

※
対
象
の
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭

で
、通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
学
校
教
育
係

☎
６７
―
７
６
１
９

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す

　
令
和
８
年
９
月
１
日
現
在
で
下
仁

田
町
に
住
所
を
有
し
、令
和
８
年
１

月
１
日
か
ら
令
和
８
年
１２
月
３１
日
の

期
間
で
表
の
年
齢
に
該
当
す
る
方
へ

敬
老
祝
金
を
支
給
し
、長
寿
を
お
祝

い
い
た
し
ま
す
。

※
支
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。口
座

振
り
込
み
で
の
支
給
と
し
ま
す
。該
当

さ
れ
る
方
に
は
申
請
書
を
郵
送
い
た

し
ま
し
た
の
で
、９
月
１７
日（
木
）ま
で

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
申
請
手
続
き
も
可
能
で
す
。

●問い合わせ先　福祉課包括支援係
　　　　　　　　☎64―8804（直通）

支給年齢(生まれ年)
80歳(昭和21年)
85歳(昭和16年)
90歳(昭和11年)
95歳(昭和6年)

101歳以上(大正14年以前)

支給額

5,000円

10,000円

支給日

申請書を
確認後
9月から
支給
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健康健康

参
加
者
募
集

（
青
倉
）出
張
シ
ニ
ア
元
気
ア
ッ
プ
教
室

　
フ
レ
イ
ル
予
防
の
基
礎
的
な
知
識

と
実
践
が
学
べ
る
教
室
を
開
催
し
ま

す
。い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
お
家
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
健
康
寿

命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
町
民
（
青

倉
で
行
い
ま
す
が
、全
地
区
の
方
が
対

象
で
す
）

●
定
員
　
15
人
（
昨
年
度
未
受
講
者

優
先
と
し
ま
す
）

●
会
場
　
自
然
史
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム（
旧
青
倉
小
学
校
）

●
内
容
　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
関
す
る

講
話
と
実
技（
高
齢
者
の
筋
ト
レ
、
か

ら
だ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
お
口
と
歯
、
栄

養
）

●
日
程

全
７
回（
10
月
８
日
、10
月
22
日
、11

月
５
日
、11
月
12
日
、11
月
26
日
、12

月
３
日
、12
月
17
日
）す
べて
木
曜
日

●
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

●
講
師
　
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
、
柔
道

整
復
師
、
歯
科
衛
生
士
、
管
理
栄
養

士●
持
ち
物
　
室
内
用
運
動
靴
、
飲
み

物
、シ
ニ
ア
健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

●
申
込
み
期
限
　
９
月
30
日（
水
）た

だ
し
、定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４

※「
シ
ニ
ア
健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事

業
で
す
！

献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
血
液
は
、
長
期
保
存
が
で
き
ず
、

人
工
的
に
造
る
こ
と
も
で
き
な
い

た
め
、
年
間
を
通
じ
て
継
続
的
な
献

血
で
し
か
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

　
医
療
需
要
に
応
じ
た
血
液
の
安

定
し
た
供
給
の
た
め
、
献
血
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時

９
月
24
日（
木
）

●
受
付
時
間

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

●
会
場

下
仁
田
町
役
場
　
玄
関

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
保
健
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）

☎
82
―
５
４
９
０

ス
マ
ホ
で
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト「
し
も
に
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
６
」を
開
催
し
ま
す

　
今
年
度
も
県
公
式
健
康
ア
プ
リ

「
Ｇ
―
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
＋（
ジ
ー
ウ
ォ
ー
ク
プ

ラ
ス
）」
を
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
入
れ
て
行
う
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
（
歩
数
集
計
期

間
）

１０
月
１
日（
木
）〜
１１
月
３０
日（
月
）

●
参
加
申
込
期
間

９
月
１
日（
火
）〜
１１
月
１３
日（
金
）

●
参
加
で
き
る
方

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
１８
歳
以

上
の
下
仁
田
町
民
の
方

●
目
標
歩
数

チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
中
（
１０
月
１
日
〜
１１

月
３０
日
）の
合
計
歩
数
が

⬇
７４
歳
以
下
の
方
の
場
合
は
３５
万
歩

　（一日
平
均
歩
数
　
６
，０
０
０
歩
）

⬇
７５
歳
以
上
の
方
の
場
合
は
３０
万
歩

　（一日
平
均
歩
数
　
５
，
０
０
０
歩
）

を
目
標
と
し
ま
す

※
目
標
歩
数
達
成
者
か
ら
抽
選
で
２０

名
様
に
健
康
啓
発
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
！

●
注
意

・
歩
き
す
ぎ
は
、
腰
や
ひ
ざ
の
痛
み
な

ど
健
康
を
害
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

無
理
を
し
す
ぎ
ず
に
ご
自
分
の
ペ
ー
ス

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
な
が
ら
歩
く

「
歩
き
ス
マ
ホ
」は
と
て
も
危
険
で
す
。

　
周
囲
の
安
全
を
確
認
し
な
が
ら
歩

き
ま
し
ょ
う
。

●
参
加
方
法
な
ど

　
参
加
す
る
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
町
へ
の

参
加
申
込
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
町
保
健
課
保
健
係

☎
82
―
５
４
９
０

町HP
「ウォーキング
イベント」

　
生
活
習
慣
病
予
防
と
フ
レ
イ
ル

予
防
を
目
的
に
、食
生
活
改
善
推

進
員
さ
ん
が
楽
し
い
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
日
時
　
９
月
30
日（
水
）

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

●
会
場

公
民
館
２
階
　
栄
養
学
習
室

●
対
象
者
　
男
女
問
わ
ず
、ど
な
た

で
も
ど
う
ぞ

●
内
容

調
理
実
習
「
生
活
習
慣
病
・
フ
レ

イ
ル
予
防
の
た
め
の
食
事
」

●
実
施
者
　
下
仁
田
町
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会

●
費
用

調
理
実
習
材
料
代
　
５
０
０
円

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、参
加
費

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
保
健
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
８２
―
５
４
９
０

「
生
涯
骨
太
ク
ッ
キ
ン
グ
」

受
講
者
募
集
！ 

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
員

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）に
よ
る

　
お
薬
手
帳
は
、あ
な
た
が
飲
ん
で

い
る
薬
の
名
前
や
量
な
ど
を
記
録
す

る
大
切
な
手
帳
で
す
。病
院
や
薬
局

へ
行
く
際
は
、手
帳
を
必
ず
１
冊
に

ま
と
め
、マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資

格
確
認
書
と
一
緒
に
持
ち
歩
き
ま

し
ょ
う
。

　
院
内
で
薬
を
受
け
取
る
場
合（
院

内
処
方
）で
も
、手
帳
への
記
載
が
大

切
で
す
。も
し
記
載
が
な
い
と
き
は
、

「
お
薬
手
帳
に
記
録
を
お
願
い
し
ま

す
」と一言
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　
手
帳
を
１
冊
に
ま
と
め
れ
ば
、医

師
や
薬
剤
師
が
薬
の
重
複
や
飲
み

合
わ
せ
を
正
確
に
チ
ェッ
ク
で
き
、安

全
に
治
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。ま

た
、副
作
用
歴
や
ア
レ
ル
ギ
ー
を
伝

え
た
り
、災
害
や
旅
先
で
の
急
病
時

に
も
、い
つ
も
の
薬
が
す
ぐ
に
分
か
り

安
心
で
す
。

　
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
た
め
、日

頃
か
ら
ぜ
ひ
お
薬
手
帳
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１

お
薬
手
帳
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

９
月
は
群
馬
県
自
殺
予
防
月
間
で
す

〜
つ
ら
い
時
に
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
〜

●一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
　こ
こ
ろ

が
も
や
も
や
し
た
り
、不
安
な
気
持
ち

に
な
っ
た
時
は
、
そ
の
つ
ら
い
気
持
ち

を
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◎
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統一ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
６
４
―
５
５
６

午
前
９
時
〜
午
後
10
時（
年
中
無
休
）

◎
群
馬
い
の
ち
の
電
話

☎
０
２
７
―
２
１
２
―
０
７
８
３

午
前
９
時
〜
24
時（
年
中
無
休
）毎
月

第
２・４
金
曜
日
は
２４
時
間
受
信

◎
自
死
遺
族
相
談

○
対
象
者
　
ご
家
族
等
を
自
死
で
亡

く
さ
れ
た
方（
家
族
、婚
約
者
、親
し

い
友
人
な
ど
）

○
日
時
　
毎
月
１
回（
完
全
予
約
制
）

○
場
所
　
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ

ン
タ
ー（
前
橋
市
野
中
町
３
６
８
）

○
申
し
込
み
方
法
　
事
前
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
１
１
５
６

◎
厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
ま
も

ろ
う
よ
こ
こ
ろ
」

電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
相
談
で
き
ま
す
　

参
加
者
募
集

「
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
教
室
」

　
専
用
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
歩
く「
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
」の
体
験
教
室

で
す
。

●
日
時
　
10
月
15
日（
木
）

●
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

●
会
場
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
講
師
　
健
康
運
動
指
導
士
　
田

中
智
恵
先
生
、く
る
る
の
会

●
募
集
定
員
　
下
仁
田
町
在
住
の
40

歳
以
上
の
方
　
30
名（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
無
料

※
ポ
ー
ル
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、無

料
貸
出
し
ま
す
の
で
、申
し
込
み
時
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
締
切
日

10
月
９
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
保
健
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



健康健康

参
加
者
募
集

（
青
倉
）出
張
シ
ニ
ア
元
気
ア
ッ
プ
教
室

　
フ
レ
イ
ル
予
防
の
基
礎
的
な
知
識

と
実
践
が
学
べ
る
教
室
を
開
催
し
ま

す
。い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
お
家
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
健
康
寿

命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
町
民
（
青

倉
で
行
い
ま
す
が
、全
地
区
の
方
が
対

象
で
す
）

●
定
員
　
15
人
（
昨
年
度
未
受
講
者

優
先
と
し
ま
す
）

●
会
場
　
自
然
史
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム（
旧
青
倉
小
学
校
）

●
内
容
　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
関
す
る

講
話
と
実
技（
高
齢
者
の
筋
ト
レ
、
か

ら
だ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
お
口
と
歯
、
栄

養
）

●
日
程

全
７
回（
10
月
８
日
、10
月
22
日
、11

月
５
日
、11
月
12
日
、11
月
26
日
、12

月
３
日
、12
月
17
日
）す
べて
木
曜
日

●
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

●
講
師
　
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
、
柔
道

整
復
師
、
歯
科
衛
生
士
、
管
理
栄
養

士●
持
ち
物
　
室
内
用
運
動
靴
、
飲
み

物
、シ
ニ
ア
健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

●
申
込
み
期
限
　
９
月
30
日（
水
）た

だ
し
、定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４

※「
シ
ニ
ア
健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事

業
で
す
！

献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
血
液
は
、
長
期
保
存
が
で
き
ず
、

人
工
的
に
造
る
こ
と
も
で
き
な
い

た
め
、
年
間
を
通
じ
て
継
続
的
な
献

血
で
し
か
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

　
医
療
需
要
に
応
じ
た
血
液
の
安

定
し
た
供
給
の
た
め
、
献
血
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時

９
月
24
日（
木
）

●
受
付
時
間

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

●
会
場

下
仁
田
町
役
場
　
玄
関

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
保
健
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）

☎
82
―
５
４
９
０

ス
マ
ホ
で
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト「
し
も
に
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
６
」を
開
催
し
ま
す

　
今
年
度
も
県
公
式
健
康
ア
プ
リ

「
Ｇ
―
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
＋（
ジ
ー
ウ
ォ
ー
ク
プ

ラ
ス
）」
を
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
入
れ
て
行
う
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
（
歩
数
集
計
期

間
）

１０
月
１
日（
木
）〜
１１
月
３０
日（
月
）

●
参
加
申
込
期
間

９
月
１
日（
火
）〜
１１
月
１３
日（
金
）

●
参
加
で
き
る
方

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
１８
歳
以

上
の
下
仁
田
町
民
の
方

●
目
標
歩
数

チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
中
（
１０
月
１
日
〜
１１

月
３０
日
）の
合
計
歩
数
が

⬇
７４
歳
以
下
の
方
の
場
合
は
３５
万
歩

　（一日
平
均
歩
数
　
６
，０
０
０
歩
）

⬇
７５
歳
以
上
の
方
の
場
合
は
３０
万
歩

　（一日
平
均
歩
数
　
５
，
０
０
０
歩
）

を
目
標
と
し
ま
す

※
目
標
歩
数
達
成
者
か
ら
抽
選
で
２０

名
様
に
健
康
啓
発
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
！

●
注
意

・
歩
き
す
ぎ
は
、
腰
や
ひ
ざ
の
痛
み
な

ど
健
康
を
害
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

無
理
を
し
す
ぎ
ず
に
ご
自
分
の
ペ
ー
ス

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
な
が
ら
歩
く

「
歩
き
ス
マ
ホ
」は
と
て
も
危
険
で
す
。

　
周
囲
の
安
全
を
確
認
し
な
が
ら
歩

き
ま
し
ょ
う
。

●
参
加
方
法
な
ど

　
参
加
す
る
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
町
へ
の

参
加
申
込
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
町
保
健
課
保
健
係

☎
82
―
５
４
９
０

町HP
「ウォーキング
イベント」

　
生
活
習
慣
病
予
防
と
フ
レ
イ
ル

予
防
を
目
的
に
、食
生
活
改
善
推

進
員
さ
ん
が
楽
し
い
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
日
時
　
９
月
30
日（
水
）

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

●
会
場

公
民
館
２
階
　
栄
養
学
習
室

●
対
象
者
　
男
女
問
わ
ず
、ど
な
た

で
も
ど
う
ぞ

●
内
容

調
理
実
習
「
生
活
習
慣
病
・
フ
レ

イ
ル
予
防
の
た
め
の
食
事
」

●
実
施
者
　
下
仁
田
町
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会

●
費
用

調
理
実
習
材
料
代
　
５
０
０
円

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、参
加
費

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
保
健
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
８２
―
５
４
９
０

「
生
涯
骨
太
ク
ッ
キ
ン
グ
」

受
講
者
募
集
！ 

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
員

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）に
よ
る

　
お
薬
手
帳
は
、あ
な
た
が
飲
ん
で

い
る
薬
の
名
前
や
量
な
ど
を
記
録
す

る
大
切
な
手
帳
で
す
。病
院
や
薬
局

へ
行
く
際
は
、手
帳
を
必
ず
１
冊
に

ま
と
め
、マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資

格
確
認
書
と
一
緒
に
持
ち
歩
き
ま

し
ょ
う
。

　
院
内
で
薬
を
受
け
取
る
場
合（
院

内
処
方
）で
も
、手
帳
への
記
載
が
大

切
で
す
。も
し
記
載
が
な
い
と
き
は
、

「
お
薬
手
帳
に
記
録
を
お
願
い
し
ま

す
」と一言
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　
手
帳
を
１
冊
に
ま
と
め
れ
ば
、医

師
や
薬
剤
師
が
薬
の
重
複
や
飲
み

合
わ
せ
を
正
確
に
チ
ェッ
ク
で
き
、安

全
に
治
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。ま

た
、副
作
用
歴
や
ア
レ
ル
ギ
ー
を
伝

え
た
り
、災
害
や
旅
先
で
の
急
病
時

に
も
、い
つ
も
の
薬
が
す
ぐ
に
分
か
り

安
心
で
す
。

　
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
た
め
、日

頃
か
ら
ぜ
ひ
お
薬
手
帳
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１

お
薬
手
帳
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

９
月
は
群
馬
県
自
殺
予
防
月
間
で
す

〜
つ
ら
い
時
に
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
〜

●一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
　こ
こ
ろ

が
も
や
も
や
し
た
り
、不
安
な
気
持
ち

に
な
っ
た
時
は
、
そ
の
つ
ら
い
気
持
ち

を
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◎
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統一ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
６
４
―
５
５
６

午
前
９
時
〜
午
後
10
時（
年
中
無
休
）

◎
群
馬
い
の
ち
の
電
話

☎
０
２
７
―
２
１
２
―
０
７
８
３

午
前
９
時
〜
24
時（
年
中
無
休
）毎
月

第
２・４
金
曜
日
は
２４
時
間
受
信

◎
自
死
遺
族
相
談

○
対
象
者
　
ご
家
族
等
を
自
死
で
亡

く
さ
れ
た
方（
家
族
、婚
約
者
、親
し

い
友
人
な
ど
）

○
日
時
　
毎
月
１
回（
完
全
予
約
制
）

○
場
所
　
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ

ン
タ
ー（
前
橋
市
野
中
町
３
６
８
）

○
申
し
込
み
方
法
　
事
前
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
１
１
５
６

◎
厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
ま
も

ろ
う
よ
こ
こ
ろ
」

電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
相
談
で
き
ま
す
　

参
加
者
募
集

「
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
教
室
」

　
専
用
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
歩
く「
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
」の
体
験
教
室

で
す
。

●
日
時
　
10
月
15
日（
木
）

●
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

●
会
場
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
講
師
　
健
康
運
動
指
導
士
　
田

中
智
恵
先
生
、く
る
る
の
会

●
募
集
定
員
　
下
仁
田
町
在
住
の
40

歳
以
上
の
方
　
30
名（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
無
料

※
ポ
ー
ル
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、無

料
貸
出
し
ま
す
の
で
、申
し
込
み
時
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
締
切
日

10
月
９
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
保
健
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相
談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフ
が応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相
談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ先
　保健課保健係　☎82－5490

●診察日　日曜日、祝日
●診療場所　休日診療所
　　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　　富岡２０３７番地１
●問い合わせ先　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

緊急時にご利用ください。
●休日診療実施日　日曜、祝祭日、年末年始
●診察時間　午前９時～正午
●診療場所　富岡甘楽歯科医師会　口腔保健センター診療所
　　　　　　富岡市七日市640番地1
　　　　　　（公立七日市病院隣）
●問い合わせ先　☎62－1706

歯科休日診療所 富岡甘楽歯科医師会健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆9月6日（日）小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
●診療時間　午前９時～正午
●診療場所　公立富岡総合病院　救急室
●問い合わせ先　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
約３分間の健康講話が聞けます
月／電動歯ブラシ　火／チョコレートのう胞
水／最近のニキビ治療　木／人生会議（アドバンスケアプランニング）
金／放射線とは何ですか？　土日／歯科におけるキュア（cure）とケア（care）
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
※トラブル防止のため、氏名・連絡先を伺います。
◆10日（木）　歯科　午後７時３０分～８時３０分
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ先　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 9月 ☎０２７－２３４－４９７０

富岡保健福祉事務所　9月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間 対象者 持ち物 内容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

9月10日（木）
10月8日（木）

10月9日（金）

予約締切日
10月7日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします９月2５日（金）

午後１時３０分～
　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診
察、歯科相談、家族計
画・授乳・育児相談、健康
相談、離乳食相談と試食

問診、計測、小児科診察、
歯科健診、歯科相談・希望
者にフッ素塗布、栄養相談
と手作りおやつの試食、健
康相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介
護相談、血圧測定、育児
相談、授乳相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

令和8年5月～6月生まれ

令和8年2月～3月生まれ

令和7年11月～12月生まれ

令和7年7月～8月生まれ

令和7年1月～2月生まれ

令和6年7月～8月生まれ

令和6年1月～2月生まれ

令和5年7月～8月生まれ

令和5年1月～2月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別
相談
※事前に予約の電話をし
てください。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気を
もつ本人又はその家族など

エイズ・
性感染症検査

こころの
健康相談

日にち 時間 検査内容 申込先担当

9月8日（火）

9月1日（火）
9月15日（火）

午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談※無料で受けられます。

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で相
談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか迷っ
た時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ先　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

健康健康

　期間中、認知症への理解を深めるため、世界各国や日本各地の自治体、支援団体が様 な々普及啓発活
動を展開しています。認知症は誰もがなりうるものであり、とても身近なものです。認知症のご本人やご家
族が安心して暮らし続けるためには、認知症への理解を深める事が大切です。町でも認知症になっても住
み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができる体制づくりを推進するための取り組みを行っていま
す。

「健康カレンダー（9月～10月）」　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～

９月はアルツハイマー月間、９月21日は「認知症の日」です

今年の標語『忘れても 笑顔で暮らせる 街づくり』

期間は９月１日（火）から９月30日（水）までです。
●問い合わせ先　福祉課包括支援係（地域包括支援センター）　☎64－8804（直通）

役場庁舎内に認知症啓発のパネル展示を
行っています

公民館の図書室に「認知症の本コーナー」を
つくりました

昨年の掲示の様子

昨年の様子お越しの際は、是非ご覧ください。

23 22下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相
談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフ
が応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相
談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ先
　保健課保健係　☎82－5490

●診察日　日曜日、祝日
●診療場所　休日診療所
　　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　　富岡２０３７番地１
●問い合わせ先　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

緊急時にご利用ください。
●休日診療実施日　日曜、祝祭日、年末年始
●診察時間　午前９時～正午
●診療場所　富岡甘楽歯科医師会　口腔保健センター診療所
　　　　　　富岡市七日市640番地1
　　　　　　（公立七日市病院隣）
●問い合わせ先　☎62－1706

歯科休日診療所 富岡甘楽歯科医師会健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆9月6日（日）小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
●診療時間　午前９時～正午
●診療場所　公立富岡総合病院　救急室
●問い合わせ先　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
約３分間の健康講話が聞けます
月／電動歯ブラシ　火／チョコレートのう胞
水／最近のニキビ治療　木／人生会議（アドバンスケアプランニング）
金／放射線とは何ですか？　土日／歯科におけるキュア（cure）とケア（care）
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
※トラブル防止のため、氏名・連絡先を伺います。
◆10日（木）　歯科　午後７時３０分～８時３０分
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ先　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 9月 ☎０２７－２３４－４９７０

富岡保健福祉事務所　9月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間 対象者 持ち物 内容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

9月10日（木）
10月8日（木）

10月9日（金）

予約締切日
10月7日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします９月2５日（金）

午後１時３０分～
　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診
察、歯科相談、家族計
画・授乳・育児相談、健康
相談、離乳食相談と試食

問診、計測、小児科診察、
歯科健診、歯科相談・希望
者にフッ素塗布、栄養相談
と手作りおやつの試食、健
康相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介
護相談、血圧測定、育児
相談、授乳相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

令和8年5月～6月生まれ

令和8年2月～3月生まれ

令和7年11月～12月生まれ

令和7年7月～8月生まれ

令和7年1月～2月生まれ

令和6年7月～8月生まれ

令和6年1月～2月生まれ

令和5年7月～8月生まれ

令和5年1月～2月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別
相談
※事前に予約の電話をし
てください。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気を
もつ本人又はその家族など

エイズ・
性感染症検査

こころの
健康相談

日にち 時間 検査内容 申込先担当

9月8日（火）

9月1日（火）
9月15日（火）

午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談※無料で受けられます。

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で相
談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか迷っ
た時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ先　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

健康健康

　期間中、認知症への理解を深めるため、世界各国や日本各地の自治体、支援団体が様 な々普及啓発活
動を展開しています。認知症は誰もがなりうるものであり、とても身近なものです。認知症のご本人やご家
族が安心して暮らし続けるためには、認知症への理解を深める事が大切です。町でも認知症になっても住
み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができる体制づくりを推進するための取り組みを行っていま
す。

「健康カレンダー（9月～10月）」　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～

９月はアルツハイマー月間、９月21日は「認知症の日」です

今年の標語『忘れても 笑顔で暮らせる 街づくり』

期間は９月１日（火）から９月30日（水）までです。
●問い合わせ先　福祉課包括支援係（地域包括支援センター）　☎64－8804（直通）

役場庁舎内に認知症啓発のパネル展示を
行っています

公民館の図書室に「認知症の本コーナー」を
つくりました

昨年の掲示の様子

昨年の様子お越しの際は、是非ご覧ください。

23 22下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～9月イベントのご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～9月イベントのご案内～

◆9月26日(土)　午前１1時～12時　相川厚 東邦大学名誉教授 「生き生き健康講座」　◆9月26日(土)　午前１1時～12時　相川厚 東邦大学名誉教授 「生き生き健康講座」　
好評につき、先月と同様に相川先生のご指導による、からだのこわばりをほぐす気軽な体操を実践
します。※体操ができる服装と、汗拭きタオルをご用意ください。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

上記イベントは全て旧西牧小学校(下仁田町大字西野牧4641-1)内での開催となります。
※イベントは変更になる場合があります。
お手数ですが、当協会ホームページまたはお電話にてご確認ください。

◆9月5日(土)午後1時～　ホキ徳田 ピアノ・コンサート～人生は歌の旋律にのせて～◆9月5日(土)午後1時～　ホキ徳田 ピアノ・コンサート～人生は歌の旋律にのせて～
第一回目のピアノ・コンサートでは「こんなに楽しい時間はなかった」と再演の申し込みが殺到し
ました。ホキとフジコ・ヘミングさんとは同い年。ともに今年93歳。ホキはフジコさんのピアノ
を弾きこなし、一音一音軽やかに紡いでいく姿は、お客様の心を鷲づかみにしました。絶妙な話術
と、体とピアノが一体になって奏でる音楽は、午後の至福を運んできてくれます。彼女の音楽のレ
パートリーは無限です。ぜひお聴きください。
♬ホキ徳田♬
ピアニスト、歌手、女優。東京生まれ。ロサンゼルスの「インペリアル・ガーデン」でピアノ弾き
語りをしていたところ、文豪ヘンリー・ミラーと出会い、１９６７年に結婚（1978年に離婚）。
2000年に帰国し、以降ライブ、執筆を中心に活動。現在もピアノ弾き語りとして活躍中。
●費用：有料　※事前のお申込み有（当日のお申し込みも受け付けます）

◆9月12日(土)　午後１時～2時　髙橋美清尼僧の 『青空説法』◆9月12日(土)　午後１時～2時　髙橋美清尼僧の 『青空説法』
●費用：無料　※事前のお申込み不要

◆9月12日(土)　午後2時～2時30分　ギターで奏でる子守唄◆9月12日(土)　午後2時～2時30分　ギターで奏でる子守唄
ギタリスト・原荘介さんの温かなギターの響きにのせて、日本各地に受け継がれてきた子守唄や心にの
こる名曲を日本子守唄協会理事長・西舘好子がご案内してお届けします。
●費用：有料　※事前のお申込み不要

◆9月19日(土)　午後1時～1時45分　里見哲夫「遊びと学びの自然教室」◆9月19日(土)　午後1時～1時45分　里見哲夫「遊びと学びの自然教室」
今回は黛 治男さんと一子さんが、昭和20年代、３０年代の西牧村（現・下仁田町）の思い出話を語っていた
だきながら、懐かしい風景や暮らしの様子を、当時の写真や絵画とともにお届けします。
●費用：無料　※事前のお申込み不要　ぐんま鉱山研究会ご協力

◆9月19日(土)　午後2時～　双子姉妹が演じる本場のバリ舞踏（ユネスコ無形文化遺産）◆9月19日(土)　午後2時～　双子姉妹が演じる本場のバリ舞踏（ユネスコ無形文化遺産）
黛 月（アカリ）さんと星（ヒカリ）さんの双子の姉妹が、バリのプロダンサーに師事する本格的な伝統舞踏
を披露します。躍動感溢れる踊りをお楽しみに。
●参加費：有料　※事前のお申込み不要

◆9月26日(土)　午後1時～　堀越教之住職の「心の健康教室」第２回 ◆9月26日(土)　午後1時～　堀越教之住職の「心の健康教室」第２回 
下仁田・常光寺の堀越住職による講演。現代を全力で生きることの意義や版画の成り立ちなどを、仏教
の観点からひも解いていきます。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４

【電話受付】月・火・水・木　午前10時～午後3時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４

【電話受付】月・火・水・木　午前10時～午後3時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

日本子守唄協会
HP

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　下仁田自然学校による夏のイベント「夏の子どもジ
オパーク探検教室」が行われました。
　昼間は青倉・南牧川の探検で生き物観察、夜は自然
史館周辺の森を散策してセミの羽化を観察しました。、
　参加した子どもたちは、全身びしょぬれになりなが
ら、川の生き物探しに夢中になったり、セミが殻を破っ
て羽を乾かすまでの一挙一動にかじりついて見守った
りなど、一日通じて自然を満喫しました。
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Facebookページ
「ジオパークで

　下仁田を元気に」

夏の子どもジオパーク探検教室
2026

夏の子どもジオパーク探検教室
2026

●日時　令和８年９月２０日（土）
　　　　午前９時３０分～１１時４５分
●集合・解散
下仁田駅（車はこんにゃく体験道場へ）
●募集　２５名
●参加費　５００円／人
●申し込み
下仁田町自然史館へ（９月１７日まで）
●主催　ジオパーク下仁田協議会　　　

「街なか癒しツアー」
参加者募集

「街なか癒しツアー」
参加者募集

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し！」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し！」

　下仁田町自然史館の収蔵庫に眠っている
様々な標本を月替わりに蔵出しする企画
「今月の一推し！」９月は、兜岩層から発
見された「ヘイグンイヌシデ」の化石で
す。
　ぜひお立ち寄りください。

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

　９月のジオの日清掃は諏訪神
社周辺で行います。清掃終了後
はミニジオ講座もありますの
で、ぜひご参加ください。
●日　時　９月２０日（日）
　　　　　午前８時から
●集　合　諏訪神社
●持ち物　軍手、長靴、帽子等
　　　　　 作業しやすい服装
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

川の探検（生き物観察） 夜のくらやみ探検

　▲ヘイグンイヌシデと種（翼果）

サマースクールサマースクール行
事
報
告

行
事
案
内
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報しもにた25 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～9月イベントのご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～9月イベントのご案内～

◆9月26日(土)　午前１1時～12時　相川厚 東邦大学名誉教授 「生き生き健康講座」　◆9月26日(土)　午前１1時～12時　相川厚 東邦大学名誉教授 「生き生き健康講座」　
好評につき、先月と同様に相川先生のご指導による、からだのこわばりをほぐす気軽な体操を実践
します。※体操ができる服装と、汗拭きタオルをご用意ください。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

上記イベントは全て旧西牧小学校(下仁田町大字西野牧4641-1)内での開催となります。
※イベントは変更になる場合があります。
お手数ですが、当協会ホームページまたはお電話にてご確認ください。

◆9月5日(土)午後1時～　ホキ徳田 ピアノ・コンサート～人生は歌の旋律にのせて～◆9月5日(土)午後1時～　ホキ徳田 ピアノ・コンサート～人生は歌の旋律にのせて～
第一回目のピアノ・コンサートでは「こんなに楽しい時間はなかった」と再演の申し込みが殺到し
ました。ホキとフジコ・ヘミングさんとは同い年。ともに今年93歳。ホキはフジコさんのピアノ
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と、体とピアノが一体になって奏でる音楽は、午後の至福を運んできてくれます。彼女の音楽のレ
パートリーは無限です。ぜひお聴きください。
♬ホキ徳田♬
ピアニスト、歌手、女優。東京生まれ。ロサンゼルスの「インペリアル・ガーデン」でピアノ弾き
語りをしていたところ、文豪ヘンリー・ミラーと出会い、１９６７年に結婚（1978年に離婚）。
2000年に帰国し、以降ライブ、執筆を中心に活動。現在もピアノ弾き語りとして活躍中。
●費用：有料　※事前のお申込み有（当日のお申し込みも受け付けます）

◆9月12日(土)　午後１時～2時　髙橋美清尼僧の 『青空説法』◆9月12日(土)　午後１時～2時　髙橋美清尼僧の 『青空説法』
●費用：無料　※事前のお申込み不要

◆9月12日(土)　午後2時～2時30分　ギターで奏でる子守唄◆9月12日(土)　午後2時～2時30分　ギターで奏でる子守唄
ギタリスト・原荘介さんの温かなギターの響きにのせて、日本各地に受け継がれてきた子守唄や心にの
こる名曲を日本子守唄協会理事長・西舘好子がご案内してお届けします。
●費用：有料　※事前のお申込み不要

◆9月19日(土)　午後1時～1時45分　里見哲夫「遊びと学びの自然教室」◆9月19日(土)　午後1時～1時45分　里見哲夫「遊びと学びの自然教室」
今回は黛 治男さんと一子さんが、昭和20年代、３０年代の西牧村（現・下仁田町）の思い出話を語っていた
だきながら、懐かしい風景や暮らしの様子を、当時の写真や絵画とともにお届けします。
●費用：無料　※事前のお申込み不要　ぐんま鉱山研究会ご協力

◆9月19日(土)　午後2時～　双子姉妹が演じる本場のバリ舞踏（ユネスコ無形文化遺産）◆9月19日(土)　午後2時～　双子姉妹が演じる本場のバリ舞踏（ユネスコ無形文化遺産）
黛 月（アカリ）さんと星（ヒカリ）さんの双子の姉妹が、バリのプロダンサーに師事する本格的な伝統舞踏
を披露します。躍動感溢れる踊りをお楽しみに。
●参加費：有料　※事前のお申込み不要

◆9月26日(土)　午後1時～　堀越教之住職の「心の健康教室」第２回 ◆9月26日(土)　午後1時～　堀越教之住職の「心の健康教室」第２回 
下仁田・常光寺の堀越住職による講演。現代を全力で生きることの意義や版画の成り立ちなどを、仏教
の観点からひも解いていきます。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４

【電話受付】月・火・水・木　午前10時～午後3時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

NPO法人 日本子守唄協会事務局
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【電話受付】月・火・水・木　午前10時～午後3時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

日本子守唄協会
HP
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　下仁田自然学校による夏のイベント「夏の子どもジ
オパーク探検教室」が行われました。
　昼間は青倉・南牧川の探検で生き物観察、夜は自然
史館周辺の森を散策してセミの羽化を観察しました。、
　参加した子どもたちは、全身びしょぬれになりなが
ら、川の生き物探しに夢中になったり、セミが殻を破っ
て羽を乾かすまでの一挙一動にかじりついて見守った
りなど、一日通じて自然を満喫しました。
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●日時　令和８年９月２０日（土）
　　　　午前９時３０分～１１時４５分
●集合・解散
下仁田駅（車はこんにゃく体験道場へ）
●募集　２５名
●参加費　５００円／人
●申し込み
下仁田町自然史館へ（９月１７日まで）
●主催　ジオパーク下仁田協議会　　　

「街なか癒しツアー」
参加者募集

「街なか癒しツアー」
参加者募集

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し！」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し！」

　下仁田町自然史館の収蔵庫に眠っている
様々な標本を月替わりに蔵出しする企画
「今月の一推し！」９月は、兜岩層から発
見された「ヘイグンイヌシデ」の化石で
す。
　ぜひお立ち寄りください。

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

　９月のジオの日清掃は諏訪神
社周辺で行います。清掃終了後
はミニジオ講座もありますの
で、ぜひご参加ください。
●日　時　９月２０日（日）
　　　　　午前８時から
●集　合　諏訪神社
●持ち物　軍手、長靴、帽子等
　　　　　 作業しやすい服装
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

川の探検（生き物観察） 夜のくらやみ探検

　▲ヘイグンイヌシデと種（翼果）
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ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（和　江）
（康　夫）
（和　幸）
（　洸　）
（高橋昌子）
（　功　）
（森井富子）

旭　町
上青倉
東野牧
矢　川
中小坂
土谷沢
上小坂

三ツ木一夫
神戸　けん
小井土房枝
神戸　けさ
小金澤健二
大河原たみ子
齋藤　清
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冒険と発見、下仁田の夏休み冒険と発見、下仁田の夏休み
夏の子どもジオパーク探検教室夏の子どもジオパーク探検教室
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人口
　男
　女
世帯

（　20）
（　15）
（　 5）
（　11）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

5,772人
2,837人
2,935人

2,997世帯

転入   5人/  出生 0人
転出   12人/  死亡 13人

（8月1日現在）

（7月中）

下仁田町商業協同組合 ※ポイント、商品券の取り扱いは
　加盟店により異なります。

有
料
広
告

毎月１０日・２０日・３０日はポイント２倍毎月１０日・２０日・３０日はポイント２倍
【下仁田町商業協同組合 加盟店】

お買い物は地元商店街でお買い物は地元商店街で
貯めて使おう！！ スクラムポイント貯めて使おう！！ スクラムポイント

～10月27日(火)～～10月27日(火)～
商業協同組合グラウンド

ゴルフ大会
商業協同組合グラウンド

ゴルフ大会
●参加条件
スクラムポイント ７００点
お持ちのスクラムカード
をご確認ください。

●参加条件
スクラムポイント ７００点
お持ちのスクラムカード
をご確認ください。

●場所　天神平グラウンドゴルフ場●場所　天神平グラウンドゴルフ場

加盟店より、たくさんの賞品が
用意されます！！
加盟店より、たくさんの賞品が
用意されます！！

・マルイ洋品店　・花のたかはし　  ・かしわや呉服店　・ヨシザワ洋品店
・えびすや　　　・鈴木電機商会　  ・総本家紙屋　　　・大井田薬局　　
・茂木時計店　　・カネミさいとう  ・清月堂 喜楽庵　  ・吉野屋
・三文字屋　　　・大協エネルギー  ・中江米穀店　　　・中磯商店　　　
・布屋　　　　　・たかはし文具店  ・インテリア高橋　・寝具の大島　　
・土谷電気商会　・コバヤシ薬局　　・森川酒店　　　　 ※順不同

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

臼田明日渡　    （上青倉）
近藤　南月　　 （仲　町）｛

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名

地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

工藤　大和（陽平・里奈）上小坂
やまと


